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●三好小学校６年

　私の夢は、テーマパークのダンサーになることです。以前見た踊っている姿が、とて

もかっこよく、私もこうなりたいと思ったからです。

　私は、２才の時からダンスを習っています。大好きなダンスを職業にすることができ

たら、とてもうれしいし、やりがいがあると思います。また、ダンスを知らない人には、

ダンスのすばらしさも伝えたいです。

　今の実力では、まだまだダンサーにはなれないと思うので、今後も努力して夢を実現

させたいと思います。

夢のダンサー

佐野ブランドキャラクター

さのまる

市
長
か
ら
の

　
　
メ
ッ
セ
ー
ジ

市
長
か
ら
の

　
　
メ
ッ
セ
ー
ジ

今回の表紙　今回の表紙　「水難救助訓練」（船津川町）　平成２９年７月１９日撮影

　この訓練は、渡良瀬川上流でゲリラ豪雨が発生し、人が川に流されたことを想定し

て実施されました。訓練を行った市の消防職員は、万一の事態に備え、手順を確かめ

ながら真剣に取り組んでいました。

　本紙４～５ページでは家庭でできる防災について特集しています。ぜひご覧ください。

岡
部
正
英

細野 双
ふ た ば

葉さん

　

今
年
の
梅
雨
は
空
梅
雨
か
と
思
え
ば
、
夏
本
番
の
先
月
は
ぐ
ず
つ
い
た
天
候
が

続
き
、
日
照
不
足
に
よ
る
農
作
物
へ
の
影
響
が
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
先
月
11
日
・
12
日
に
開
催
さ
れ
た
「
さ
の
秀
郷
ま
つ
り
」
は
、

降
ら
ず
照
ら
ず
の
絶
好
の
天
候
で
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
秀
郷
ま
つ
り
は
今

回
で
25
回
目
、
そ
し
て
初
日
に
行
わ
れ
た
秀
郷
流
流
鏑
馬
は
10
回
目
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
初
め
て
馬
に
乗
り
流
鏑
馬
の
会
場
を
行
進
し
ま
し
た
。
11
月
に
開
催
さ

れ
る
「
全
国
山
城
サ
ミ
ッ
ト
ｉ
ｎ
佐
野
」
の
Ｐ
Ｒ
用
に
作
成
し
た
「
龍り
ゅ
う
き綺
の
兜
」

を
着
用
し
、
武
者
姿
で
会
場
を
一
周
す
る
だ
け
で
し
た
が
、
馬
を
走
ら
せ
な
が
ら

的
を
射
る
倭
式
騎
馬
會
の
皆
さ
ん
の
技
量
の
高
さ
に
改
め
て
感
服
し
ま
し
た
。

ま
た
、
２
日
目
の
み
こ
し
・
お
は
や
し
巡
行
に
も
多
く
の
方
に
参
加
・
見
物
し
て

い
た
だ
き
、
２
日
間
で
過
去
最
多
の
約
15
万
人
の
人
出
で
し
た
。
秀
郷
ま
つ
り
に

来
場
さ
れ
た
皆
さ
ん
、
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
に
、
心
か
ら
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　

さ
て
、
７
月
の
「
た
ぬ
ま
ふ
る
さ
と
祭
り
」、
８
月
の
「
秀
郷
ま
つ
り
」・「
く
ず

う
原
人
ま
つ
り
」
と
佐
野
市
の
三
大
夏
祭
り
が
終
わ
り
、
今
月
は
本
市
の
ス
ポ
ー

ツ
の
祭
典
で
あ
る
市
民
体
育
祭
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
各
支
部
対
抗
に
よ
る
球
技
大

会
、
陸
上
大
会
が
行
わ
れ
ま
す
が
、
参
加
さ
れ
る
選
手
の
皆
さ
ん
に
は
、
各
支
部

の
代
表
と
し
て
、
白
熱
し
た
競
技
を
繰
り
広
げ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
台
風
シ
ー
ズ
ン
が
到
来
し
ま
す
。
先
月
の
台
風
５
号
で
は
、
九
州
や

近
畿
、
北
陸
地
方
で
記
録
的
な
大
雨
と
な
り
、
河
川
の
氾
濫
な
ど
に
よ
る
被
害
も

発
生
し
ま
し
た
。
記
録
的
な
大
雨
な
ど
の
自
然
災
害
は
、
対
岸
の
火
事
で
は
な
く
、

い
つ
佐
野
市
で
起
こ
っ
て
も
不
思
議
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
も
災
害
へ
の
備

え
と
し
て
、
事
前
に
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
な
ど
を
見
て
い
た
だ
き
、
危
険
箇
所
や
避

難
場
所
な
ど
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。
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き
の
こ
の
方
言
は
わ
か
り
や
す
く
、

そ
の
特
徴
が
よ
く
表
れ
て
い
る

キ
ノ
ハ
ッ
カ
ブ
リ
・
ク
ロ
ド
ン
ビ
ン（
ガ
）・
シ
シ
ギ
ノ
コ
な
ど

　

秋
に
な
る
と
、
松
林
や
雑
木
林
に
は
い
ろ
い
ろ
な
き
の
こ
が
発
生
し
ま

す
。
食
用
に
な
る
も
の
も
あ
れ
ば
、
な
ら
な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
。
昔
の

人
は
、
色
や
形
な
ど
が
き
の
こ
に
似
て
い
る
と
、
そ
れ
を
き
の
こ
の
名
前

（
方
言
）に
す
る
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。

　

「
く
ろ
か
わ
」
と
い
う
き
の
こ
が
あ
り
ま
す
。
黒
っ
ぽ
い
色
を
し
て
い

る
の
で
そ
の
名
が
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。
雑
木
林
な
ど
に
生
え
、
肉
が
厚
く

て
ほ
ろ
苦
く
ま
る
い
形
を
し
て
い
て
、
灰
色
が
だ
ん
だ
ん
黒
ず
ん
だ
色
に

変
わ
り
ま
す
。
こ
の
き
の
こ
に
は
、
ナ
ベ
カ
ム
リ
・
ナ
ベ
ッ
カ
ブ
リ
・
ク

ロ
ド
ン
ビ
ン
・
ク
ロ
ド
ン
ビ
ン
ガ
・
ク
ロ
ッ
カ
ワ
・
ク
ロ
ン
ボ
な
ど
い
ろ

い
ろ
な
方
言
が
あ
り
ま
す
。

　

か
つ
て
湯
茶
を
沸
か
し
、
お
茶
を
入
れ
る
と
き
に
、
丸
い
形
の
土ど

び
ん瓶
を

使
用
し
ま
し
た
。
く
ろ
か
わ
は
、土
瓶
の
色
や
形
に
似
て
い
る
こ
と
か
ら
、

旧
葛
生
地
域
で
は
昭
和
の
中
頃
ま
で
、
ク
ロ
ド
ン
ビ
ン（
ガ
）と
い
っ
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、
鍋な

べ
ぞ
こ底
を
ひ
っ
く
り
返
し
た
よ
う
な
と
こ
ろ
か
ら
、
旧
田

沼
地
域
で
は
、
鍋

な
べ
か
ぶ
り
被
が
訛な
ま

っ
て
ナ
ベ
カ
ム
リ
、
ナ
ベ
ッ
カ
ブ
リ
と
い
っ
て

い
ま
し
た
。
身
近
に
あ
る
も
の
に
ヒ
ン
ト
を
得
て
、
ユ
ー
モ
ア
に
富
ん
だ

方
言
を
つ
く
っ
た
も
の
で
す
ね
。

　

キ
ノ
ハ
ッ
カ
ブ
リ
と
い
う
き
の
こ
が
あ
り
ま
す
。
木
の
葉
に
埋
も
れ
て

い
る
様
子
を
方
言
化
し
た
も
の
で
す
。
正
式
名
は「
く
り
ふ
う
せ
ん
た
け
」

と
い
い
ま
す
。

　

ま
た
、
香
り
の
高
い
き
の
こ
に
、
皮こ

う
た
け茸
、
別
名
し
し
た
け
が
あ
り
ま
す
。

黒
褐
色
で
大
形
で
す
。
表
面
に
は
猪

い
の
し
しの
よ
う
に
、
角
つ
の
じ
ょ
う
状
の
さ
さ
く
れ
が

あ
る
の
で
、
方
言
で
シ
シ
ギ
ノ
コ
と
い
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
市
民
記
者　

森
下
喜
一
）

天
明
釜
の
技
を
受
け
継
ぐ

　

江
田
朋
哉
さ
ん
は
、
現
在
、
東
京
藝
術
大

学
大
学
院
で
鋳
金
の
勉
強
し
て
い
ま
す
。
天

明
鋳
物
師
第
22
代
で
あ
り
、
各
種
の
賞
を
受

け
て
い
る
高
名
な
釜
師
、
江
田
惠
さ
ん
を
父

に
持
つ
こ
と
か
ら
、
朋
哉
さ
ん
と
鋳
金
・
鋳

物
の
出
会
い
は
古
く
、
子
ど
も
の
頃
に
ま
で

さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。

　

朋
哉
さ
ん
も
平
成
19
年
の
第
４
回
佐
野
ル

ネ
ッ
サ
ン
ス
鋳
金
展
で
奨
励
賞
を
、
佐
野
高

校
在
学
中
に
は
、
栃
木
県
高
校
美
術
展
や
全

国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
な
ど
で
受
賞
し
て

い
ま
す
。
卒
業
後
は
岩
手
大
学
に
進
み
、
河

北
工
芸
展
で
受
賞
す
る
な
ど
活
躍
し
ま
し
た
。

最
近
で
は
、
今
年
行
わ
れ
た
第
46
回
伝
統
工

芸
日
本
金
工
展
で
も
入
選
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
４
月
に
人
間
国
宝
田
村
耕
一
陶
芸
館

で
行
わ
れ
た
作
品
展
「
天
明
鋳
物
師　

江
田

家
の
系
譜
」
で
は
、
父
親
で
あ
る
惠
さ
ん
と

と
も
に
作
品
を
展
示
し
ま
し
た
。
鋳
物
に
つ

い
て
朋
哉
さ
ん
は
「
高
温
の
金
属
を
扱
う
の

で
危
険
も
あ
り
、
父
の
指
導
は
厳
し
か
っ
た

で
す
。
た
だ
、
緊
張
し
て
制
作
に
取
り
組
む
、

張
り
詰
め
た
感
じ
が
好
き
で
す
」
と
話
し
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

作
品
の
形
や
図
柄
、
使
用
す
る
金
属
配
分

な
ど
の
苦
労
も
あ
る
そ
う
で
す
。
江
田
家
で

○プロフィール

平成５年生まれ。

県立佐野高校、岩手大学を卒業し、

現在は東京藝術大学大学院工芸専攻

に在籍中。

は
、
砂
鉄
を
「
た
た
ら
製
鉄
」
で
精
錬
し
て

作
っ
た
「
和わ

ず
く銑
」
で
作
品
を
作
り
ま
す
。
近

年
は
和
銑
が
貴
重
と
な
っ
た
た
め
、
先
代
か

ら
伝
わ
る
材
料
な
ど
を
使
っ
て
制
作
し
て
い

る
そ
う
で
す
。

　

現
在
は
、
東
京
藝
術
大
学
大
学
院
で
制
作

に
励
み
つ
つ
、
赤
見
町
の
工
房
で
も
作
品
を

作
っ
て
い
ま
す
。
来
春
に
は
、
東
京
藝
術
大

学
の
卒
業
・
修
了
作
品
展
に
出
展
す
る
そ
う

で
す
。
将
来
は
家
を
離
れ
て
の
修
行
を
予
定

し
て
い
る
そ
う
で
、
こ
の
先
が
楽
し
み
な
若

者
と
し
て
応
援
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
市
民
記
者　

福
田
満
）

江田 朋
と も や

哉 さん
（赤見町）

中央の茶釜が朋哉さんの作品
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災害から自分たちの家族と地域を守ろう！
家
族
で
防
災
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
話
し
合
お
う

　

災
害
は
、い
つ
襲
っ
て
く
る
か
分
か
り
ま

せ
ん
。 

被
害
を
最
小
限
に
食
い
止
め
る
た
め

に
は
、 
日
頃
か
ら
準
備
を
し
て
お
く
こ
と
が

大
切
で
す
。

　

以
下
の
こ
と
を
準
備
・
確
認
す
る
、

「
家
族
防
災
会
議
」を
行
い
、家
族
で
防
災
に

つ
い
て
話
し
合
う
機
会
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

　

災
害
時
に
は
、 

家
族
全
員
が
協
力
し
合
う

こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　「
家
族
防
災
会
議
」は
、一
度
で
終
わ
り
に

せ
ず
、定
期
的
に
開
催
し
ま
し
ょ
う
。

    家族一人ひとりの役割分担を確認

   いざというとき誰が何をするのか決めておきましょう。

    高齢者や乳幼児などがいる場合は、 誰が支援の中心に

   なるのかも話し合っておきましょう。

         非常持ち出し品を準備

    家族構成を考え、最低でも3 日分は用意しましょう。

     また、 非常持ち出し品の置き場所を決めましょう。

               災害時の連絡方法や避難場所の確認

        家族が離ればなれになったときの連絡方法を決めておきましょう。

           また、 市が発行しているハザードマップなどを利用し、災害時の危険箇所や

      避難場所を確認しましょう。

■

問合せ＝危機管理課☎（２０）３０５６

自
分
た
ち
の
ま
ち
は

　
　
自
分
た
ち
で
守
り
ま
し
ょ
う

　

大
災
害
が
発
生
し
た
と
き
に
は
、
交
通
機
関
の
寸

断
や
同
時
に
多
発
す
る
火
災
な
ど
に
よ
り
、
消
防
や

警
察
な
ど
の
防
災
機
関
が
十
分
に
対
応
で
き
な
く
な

る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
ん
な
と
き
に
力
を
発

揮
す
る
の
が
地
域
ぐ
る
み
の
協
力
体
制
「
自
主
防
災

組
織
」
で
す
。

　

住
ん
で
い
る
地
域
の
防
災
情
報
な
ど
に
日
頃
か
ら

耳
を
傾
け
、
い
ざ
と
い
う
と
き
の
活
動
に
参
加
で
き

る
よ
う
な
心
構
え
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

自主防災組織

※
市
で
は
、
全
町
会
に
「
自
主
防
災
組
織
」

を
つ
く
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
標
に
し

て
い
ま
す
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■

問合せ＝危機管理課☎（２０）３０５６

気象情報を活用して大雨や台風へ備えよう！
　災害から身を守るためには、普段から災害に対する備

えをしておく、危険を感じたら早めに避難するなど、身

を守るための行動を起こすことが重要です。

　それに役立つのが、気象庁などが発表している気象情

報です。テレビやラジオ、インターネットなどで最新の

気象情報を入手するよう心掛け、早め早めの行動を取る

ようにしましょう。

最新の気象情報をすぐに確認できるようにしておこう！！

POINT

○宇都宮地方気象台ホームページ：http://www.jma-net.go.jp/utsunomiya/
　気象注意報・警報、土砂災害警戒情報の発表状況、
　レーダー・ナウキャスト（雨の分布状況と1 時間先までの予測状況など）、台風情報が分かります。

○国土交通省関東地方整備局ホームページ
　国管理河川洪水浸水想定区域：http://www.ktr.mlit.go.jp/kisha/river_00000333.html 
　 ※国管理河川( 渡良瀬川・秋山川・旗川) の想定最大規模降雨による洪水浸水想定区域が変更されました

○栃木県ホームページ
　とちぎリアルタイム雨量河川水位観測情報：http://www.dif.pref.tochigi.lg.jp/
　県内の降雨状況、秋山川や渡良瀬川など地元河川の水位が分かります。

　とちぎ土砂災害警戒情報：http://www.dif.pref.tochigi.lg.jp/dosya_keikai/alert_map.asp
　土砂災害の危険度情報などが分かります。

防
災
講
演
会

　

昭
和
22
年
９
月
の
カ
ス
リ
ー
ン
台
風
は
、
渡
良
瀬

川
流
域
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
今
年

は
カ
ス
リ
ー
ン
台
風
か
ら
70
年
を
迎
え
ま
す
。
過
去

の
水
害
か
ら
学
び
、
災
害
に
対
す
る
心
構
え
や
備
え

に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け
と
な
る
防
災
講
演
会
を

開
催
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
９
月
21
日

（木）
午
後
１
時
30
分
～
４
時

▼
会
場
＝
足
利
市
民
プ
ラ
ザ
文
化
ホ
ー
ル

▼
費
用
＝
無
料

■
申
込
＝
川
の
ふ
れ
あ
い
館
「
せ
せ
ら
」

☎
０
２
８
４
（４４）
３
０
０
１（
木
曜
休
館
）

※詳しくは渡良瀬川河川事務所

　ホームページをご覧ください

　（ＱＲコードからアクセスで

　きます）
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市公立保育園・私立保育園の入園説明会を開催します！

保育園の概要や、申し込み手続き、保育料についての説明のほか、入園申込書などの配布も行います。

日時 会場

９月２２日（金）午後２時～ たぬま保育園

９月２２日（金）午後６時３０分～ よねやま保育園

９月２３日（土）午前１０時３０分～ 大橋保育園

９月２３日（土）午後２時～ あづま保育園

☆平成３０年度入園☆ 　保育園・認定こども園・小規模保育事業所への申込

●市公立保育園（月齢：生後６か月以上） 

園名 所在地 電話

伊勢山保育園 相生町 207-1 22-1378

赤坂保育園 赤坂町 303-2 22-2412

よねやま保育園 米山南町 40 23-2620

あづま保育園 上羽田町 829-1 23-0775

（仮称）高萩・若宮
統合保育園

浅沼町 573-8

石塚保育園 石塚町 568-82 25-2323

赤見城保育園 赤見町 3572 25-2221

堀米保育園 堀米町 990 24-4847

大橋保育園 大橋町 3195-8 24-7321

たぬま保育園 戸室町 692 62-0312

吉水保育園 吉水駅前 1-12-2 62-5877

くずう保育園 葛生東 1-15-20 85-2119

ときわ保育園 豊代町 2134 85-3002

●私立保育園

園名 所在地 電話 月齢

風の子保育園
高萩町
1319-1

23-7086
産休明け
から

大栗保育園
犬伏下町
2424-1

20-5255
生後６か月
以上

飛駒保育園
飛駒町
3937

66-2654
生後６か月
以上

救世軍佐野
保育園

浅沼町
182

22-4081
生後６か月
以上

●私立小規模保育事業（０～２歳児クラス）	

園名 所在地 電話 月齢

ちびっこランド 浅沼町 742 85-8711 生後６か月以上

ひよりキッズホーム 富岡町 1429 21-5355 産休明けから

ミミィ保育園 植上町 1323-2 25-8833 産休明けから

はなな保育園
ひまわりハウス

浅沼町 58-2 55-5377 生後６か月以上

あいおい保育園 吉水駅前 2-5-12 55-5055 生後３か月以上

北綜警保育センター
まもるーむ佐野

植上町 1308-1 86-7111 生後３か月以上

ニチイキッズ
佐野新都市保育園

高萩町 1337-2
ミネルバ S1 階

27-0020 産休明けから

クローバー保育園
赤坂町 970-8
ルピナス6・7 号

55-9039
生後１１か月以
上

はなな保育園
たんぽぽハウス

堀米町 504-1 55-8885 生後６か月以上

●私立認定こども園 

園名 所在地 電話 月齢

あかみ幼稚園
赤見町 2041 25-0103

３歳児以上

メイプルキッズ 生後６か月以上

こばと 田沼町 38-3 62-0846 生後６か月以上

育成館幼稚園 大町 2989 22-0407 生後６か月以上

洗心幼稚園 久保町 38-1 21-1155 生後６か月以上

犬伏幼稚園 犬伏下町 1779-1 22-4766 生後６か月以上

佐野たちばな幼稚園 堀米町 513 23-6262 生後６か月以上

明星幼稚園 田沼町 1557-3 61-1105 生後６か月以上

※認定こども園は、園に直接お申し込みください。
　９月１日から受け付けしています

※予約不要 ( 託児あり）

※所用時間は約１時間

▲

入園できる児童＝保護者の仕事や病気などにより家庭で保育することができない児童

▲

申込期間＝１０月２日（月）～１０月１３日（金）（土・日曜日、祝日を除く）

▲

申込場所＝保育課保育係（２階）、または入園を希望する保育園など

※育児休業から職場復帰される方で、平成３０年度の途中から入園を希望する方も受け付けます

※平成２９年度に途中入園を申し込んで現在入園保留になっている方で、平成３０年度４月からの入園

　を希望する方は、再度申込みが必要です

■

問合せ＝保育課☎（２０）３０３８
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高齢者のための福祉制度をご利用ください　

■

申込＝いきいき高齢課☎（２０）３０２１

　市では、高齢者が住み慣れた地域でいつまでも健康で生きがいを持って暮ら

せるよう、いろいろな事業で生活を支援しています。申請・各種手続きには印

かん、身分を証明するもの、介護保険証などの提示をお願いする場合があります。

また、条件がある場合がありますので、詳しくはお問い合わせください。

【介護者支援事業】

※このほかに「はり・きゅう・マッサージ券の交付」などがあります。

　詳細はお問い合わせください

紙おむつ券の給付

紙おむつ購入代金の一部を助成します。

※２０００円券を月に１枚交付
▲

対象＝６５歳以上で寝たきりや認知症のた

　め、在宅で６ヵ月以上常におむつを使用し、

　介護認定を受けている方（寝たきり：要介

　護３以上、認知症：要介護１以上の方）

在宅介護者介護手当の支給

在宅で高齢者を介護している方に手当を支給

します。（所得制限あり・医師の診断書が必要）

▲

対象＝寝たきりや認知症のため介護が必要

　な６５歳以上の方と同居し、６カ月以上継

　続して介護している方

【生活支援事業】

乳酸飲料愛のひと声事業

安否確認と健康増進のために乳酸飲料（週に４

本）を手渡しで支給します。

▲

対象＝７５歳以上のひとり暮らしで安否の

　確認が必要な方

高齢者福祉タクシー券の交付

通院時のタクシー利用料金を一部助成します。

※４００円の助成券を年間６０枚交付（６ヵ月

　ごとの有効期限あり）

▲

対象＝

　①７５歳以上の方、②７０歳以上７５歳未

　満の方で、ひとり暮らしまたは高齢者のみ

　の世帯の方　※年齢は①・②のいずれも翌

　年３月３１日時点でのものです

市営バス寿券の交付

市営バスの乗車運賃を一部助成します。

※１５０円の助成券を年間４０枚交付

▲

対象＝

  ７０歳以上の方（翌年３月３１日時点）

高齢者軽度生活援助事業

シルバー人材センターが行う日常生活上の軽

易な作業の委託料を一部助成します。

▲

対象＝

　世帯員全てが６５歳以上で、かつ要支援１

　以上の介護認定を受けている世帯
▲
費用＝作業員１人１時間につき５００円

　※年間２０時間まで。材料費などの利用者

   　負担あり

『大切に想う心にお応えします』『大切に想う心にお応えします』

栃木県初！
動物葬祭１級ディレクター取得セレモニー
当社は完全個別火葬です

佐野市犬伏上町２２０９

楽しく仲良く熱心に勉強しませんか?
37年の信頼と実績

高校生…英語・数学・物理・化学
中学生…英語・数学・特別補習（5教科）
小学生…英語・佐高附属中受験対策

LSE英語教室　LSE数理教室
☎21-1212（午前9時まで）
080-2126-0948（尾花）

金 下 教 室
三 好 教 室
足 利 教 室

富 岡 教 室
山 形 教 室
足利北教室
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健
康
福
祉

健
康
増
進
課
か
ら
の
お
知

ら
せ　

■
健
康
増
進
課
☎
（２４）
５
７
７
０

●
９
月
９
日
は「
救
急
の
日
」 

　

救
急
医
療
を
担
う
病
院
は
需
要

が
多
い
状
態
で
す
。
い
ざ
と
い
う

と
き
救
急
医
療
を
受
け
る
た
め
、

お
近
く
の
診
療
所
な
ど
を
か
か
り

つ
け
医
と
し
て
も
ち
、
早
め
の
受

診
を
し
ま
し
ょ
う
。

●
虫
歯
に
な
り
に
く
く
す
る
フ
ッ

素
塗
布

▼
日
時
＝
10
月
１
日

（日）
午
後
１
時

～
３
時
▼
会
場
＝
休
日
歯
科
診
療

所
（
大
橋
町
）
▼
対
象
＝
満
２
歳

～
小
学
生
▼
費
用
＝
300
円

▼
申
込
＝
９
月
25
日

（月）
ま
で
に
、

お
近
く
の
佐
野
歯
科
医
師
会
会
員

の
歯
科
医
院
へ

●
乳
幼
児
健
康
診
査

　

10
月
に
健
診
対
象
と
な
る
お
子

さ
ん
に
通
知
を
し
て
い
ま
す
。
日

程
の
都
合
が
悪
い
場
合
は
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

も
し
も
急
病
に
な
っ
た
ら

　

保
険
証
や
お
薬
手
帳
を
必
ず
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

●
休
日
・
夜
間
緊
急
診
療
所

健
康
福
祉

☎
（２４）
３
３
３
７　

▼
診
療
時
間
＝
休
日
午
前
９
時
～

午
後
４
時
30
分
（
正
午
～
午
後
１

時
30
分
は
除
く
）、
夜
間
午
後
７

時
30
分
～
10
時
30
分

●
休
日
歯
科
診
療
所

☎
（２４）
７
５
７
５　

▼
診
療
時
間
＝
午
前
９
時
～
正
午

（
日
曜
・
祝
日
の
み
）

佐
野
市
民
病
院　

市
民
講
座

●
老
化
と
老
い
の
違
い
を
し
っ
か

り
考
え
て
お
こ
う
～
楽
し
く
豊
か

な
老
後
を
過
ご
す
た
め
に
～

▼
日
時
＝
９
月
29
日

（金）
午
後
４
時

～
５
時　

▼
会
場
＝
佐
野
市
民
病

院
Ａ
棟
５
階
研
修
室

▼
講
師
＝
大
川
智
彦
さ
ん
（
当
院

予
防
医
療
セ
ン
タ
ー
長
）
※
無
料

■
申
込
＝
地
域
医
療
連
携
室

☎
（６２）
９
０
２
４

佐
野
市
民
の
た
め
の
講
演
会

▼
日
時
＝
10
月
１
日

（日）
午
後
２
時

～
▼
会
場
＝
佐
野
市
中
央
公
民
館

▼
講
師
・
演
題
＝
①
丸
山
正
次
さ

ん（
丸
山
レ
デ
ィ
ー
ス
ク
リ
ニ
ッ

ク
院
長
）「
子
宮
が
ん
・
卵
巣
が

ん
に
つ
い
て
」、
②
和
田
真
弘
さ

ん
（
佐
野
厚
生
総
合
病
院
乳
腺
外

科
部
長
）「
乳
が
ん
に
つ
い
て
、

正
し
く
理
解
し
ま
し
ょ
う
」

▼
定
員
＝
先
着
300
人
（
無
料
）

■
問
合
せ
＝
佐
野
市
医
師
会

☎
（２２）
０
３
２
４

第
23
回
「
骨
と
関
節
の
日
」

記
念
行
事

▼
日
時
＝
10
月
７
日

（土）
午
後
１
時

～
４
時　

▼
会
場
＝
佐
野
市
医
師

会
館
▼
内
容
＝
骨
密
度
測
定
、
運

動
器
検
診
、
講
演
会　

▼
講
師
・
演
題
＝
井
上
泰
一
さ
ん

（
自
治
医
科
大
学
整
形
外
科
講
師
）

「
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

と
サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
」

▼
定
員
＝
先
着
80
人
（
無
料
）

■
申
込
＝
同
会
☎
（２２）
０
３
２
４

要
約
筆
記
講
習
会

（
短
期
コ
ー
ス
）

　

要
約
筆
記
と
は
、
耳
が
聞
こ
え

づ
ら
い
方
に
、
文
字
で
伝
え
る
筆

記
通
訳
の
こ
と
で
す
。

▼
日
時
＝
９
月
６
日
～
10
月
４
日

の
水
曜
日
（
全
５
回
）
午
後
２
時

～
４
時
▼
会
場
＝
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
▼
定
員
＝
先
着
20
人（
無
料
）

■
申
込
＝
社
会
福
祉
協
議
会

総
務
福
祉
課
☎
（２２）
８
１
３
６

あなたの心、元気ですか？　～９月１０日から１６日は自殺予防週間です～

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■問合せ＝健康増進課☎（２４）５７７０

　私たちは、普段から仕事や人間関係など、さまざまなストレスにさらされています。ストレスは時と

して、心や体のバランスを崩します。

　疲れやすい、憂うつだ、頭が痛いなど、もし「いつもと違うな」と思ったら、それは

心のＳＯＳのサインです。

　市では、「こころの健康相談」を実施しています。ひとりで悩まずご相談ください。

　※今月の予定は２３ページをご覧ください

　こんな症状が続いていたら、かかりつけ医や精神科などの専門医に相談しましょう。

　自分が気づく変化

　よく眠れない、食欲がない、やる気がでない　など

　周囲が気づく変化

　以前と比べて表情が暗い、仕事や家事のミスが多い、飲酒量が増えた　など
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皆さんの生活に関することについてのお知らせです。

介護予防教室の参加者を募集します！　■申込・問合せ＝いきいき高齢課☎（２０）３０２１

●現在の自分を知ろう（チェックシート）

●介護予防教室

　１０月から以下の各会場で週に１回の介護予防教室を開催します。期間は３ヵ月です。専門家の

指導のもと、気軽に楽しめる運動やお口の体操などを行います。

※開催日時など、詳しくはお問い合わせください

▲

対象＝市内にお住いの６５歳以上の方で、上のチェックシートで８個以上当てはまった方

▲

費用＝無料　※送迎もあります

 □一人で外出することが不安である　　　　　　□布団干しがつらく感じる

 □敷居やカーペットでつまずくことがある　　　□以前に比べて固いものが食べにくくなった

 □階段の上り下りは手すりがないと不安だ　　　□お茶や汁物などでむせることがある

 □連続して１５分以上歩くことが困難だ　　　　□口の渇きが気になる

 □バランスを崩すことが増えた　　　　　　　　□以前と比べて外出の頻度が減っている

 □この１年間に転んだことがある　　　　　　　□１週間外出しないことがある

 □重い荷物（買い物袋など）を運ぶのがつらい　　□１日誰とも話をしないことがある

 □ごみ出しをすることがつらく感じる

いくつ当てはまりましたか？

８個以上当てはまった方は、介護予防教室でいつまでも元気で過ごすコツを学びましょう！

【筋力アップ教室】

・ＳＧＣスポーツプラザ（小中町２０７）

・めだかの里スポーツ館（朝日町９３５ー３）

・ピー・オー・エル（小中町７１６ー１）

・柔道整復師会（市内の公民館で開催予定）

【健口教室】

・デイサービスセンターふくしの里
 （大橋町３２１２ー２７）

ヘルプマーク・ヘルプカードを配布します
　　　　　　　　　　　　　　　　■問合せ＝障がい福祉課☎（２０）３０２５・ＦＡＸ（２４）２７０８

▲
配布窓口＝障がい福祉課（２階）、田沼・葛生の各行政センター

▲

対象者＝市内にお住いのヘルプマーク・カードを必要とする方（特定の障がいに限定しません）

　　　　　※代理の方でもお渡しできます

●ヘルプマークとは

　義足や人工関節を使用している方、内部障がいや難病の方、妊娠初期の方など、外見

からは要支援者であることが判断しにくい人が、周囲に要支援者であることを理解して

もらい、支援を求めやすくするためのマークです。

●ヘルプカードとは

　災害時や緊急時に必要となる支援内容をあらかじめ記入して携帯するこ

とで、いざというときに支援を得られやすくするための紙製のカードです。

ヘルプマークが印刷されています。

●ヘルプマークやヘルプカードを身に着けている人を見かけたら

　困っていたら声をかける、災害時は避難を支援するなど、思いやりのある行動をお願いします。
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認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

講
座
を
開
催
し
ま
せ
ん
か

　

「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講

座
」
は
、
認
知
症
に
つ
い
て
正
し

く
理
解
し
、
認
知
症
の
方
や
そ
の

家
族
を
温
か
い
目
で
見
守
る
「
応

援
者（
サ
ポ
ー
タ
ー
）」
を
養
成
す

る
講
座
で
す
。

　

企
業
や
町
会
な
ど
で
開
催
す
る

際
に
は
、
無
料
で
講
師
を
派
遣
し

ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

■
申
込
＝
い
き
い
き
高
齢
課

☎
（２０）
３
０
２
１

バ
ク
テ
リ
ア
ｄ
ｅ
キ
エ
ー

ロ
製
作
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　

土
を
利
用
し
て
簡
単
に
生
ご
み

を
分
解
・
消
滅
さ
せ
る
生
ご
み
消

滅
器
の
製
作
と
利
用
方
法
の
説
明

を
行
い
ま
す
。

▼
日
時
＝
10
月
21
日

（土）
午
前
９
時

30
分
～
▼
会
場
＝
み
か
も
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
▼
定
員
＝
先
着
10
人

▼
参
加
費
＝
土
置
き
用
３
千
円
、

土
以
外
の
場
所
用
４
千
円

■
申
込
＝
10
月
13
日

（金）
ま
で
に
、

ク
リ
ー
ン
推
進
課
☎
（２３）
８
１
５
３

み
か
も
・
も
っ
た
い
な
い
市

（
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
）

出
店
者
募
集

　

当
日
は
自
転
車
家
具
な
ど
の
再

生
品
展
示
提
供
も
同
時
開
催
し
ま

す
。

▼
日
時
＝
10
月
22
日

（日）
午
前
９
時

～
午
後
２
時

▼
会
場
＝
み
か
も
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー

▼
定
員
＝
先
着
40
区
画
（
大
33
・

小
７
区
画
）　

▼
出
店
料
＝
無
料

▼
申
込
＝
９
月
１
日

（金）
～
10
月
11

日
（水）
の
間
に
、
同
セ
ン
タ
ー
、
市

役
所
１
階
掲
示
板
、
田
沼
・
葛
生

の
各
行
政
セ
ン
タ
ー
で
配
布
す
る

申
込
用
紙
に
ご
記
入
の
う
え
、
ク

リ
ー
ン
推
進

課
へ

※
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
よ
り

ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
も
可

■
問
合
せ
＝

同
課
☎
（２３）
８
１
５
３

募

集

パブリック・コメントを実施します
　以下の２件について市民の皆さんの意見を募集します。それぞれ市ホームページからも閲覧できます。

●「佐野市子どもの読書活動推進計画（３期計画）（案）」

▲

募集期間＝９月１日（金）～２９日（金）（必着）

▲

閲覧場所＝①生涯学習課（３階）、②市政情報コーナー（２階）、③田沼・葛生の各行政センター、

　④佐野図書館、⑤田沼図書館、⑥葛生図書館

▲

閲覧時間＝①～③午前８時３０分～午後５時１５分 ( 土・日曜日、祝日は除く）、④午前９時～午後

　７時、⑤・⑥午前９時～午後６時　※④～⑥の図書館での閲覧は９月２４日（日）まで（休館日は除く）

▲
意見提出＝閲覧場所に備え付けの意見記入用紙に必要事項を記入のうえ、

　　　　　　直接、郵送、ファックスまたは電子メールで、生涯学習課へ

　　　　　　〒３２７－８５０１（住所不要）生涯学習課

　　　　　　ＦＡＸ（２０）３０３２　gakusyu@city.sano.lg.jp　 

■

問合せ＝生涯学習課☎（２０）３１０９　※電話による意見は受付しません

●「第２次佐野市総合計画基本構想（案）」

▲

募集期間＝９月１５日（金）～１０月１６日（月）（必着）

▲

閲覧場所＝政策調整課（４階）、市政情報コーナー（２階）、田沼・葛生の各行政センター

▲

閲覧時間＝午前８時３０分～午後５時１５分 ( 土・日曜日、祝日は除く）

▲

意見提出＝閲覧場所に備え付けの意見記入用紙に必要事項を記入のうえ、

　　　　　　直接、郵送、ファックスまたは電子メールで、政策調整課へ

　　　　　　〒３２７－８５０１（住所不要）政策調整課

　　　　　　ＦＡＸ（２１）５１２０　seisaku@city.sano.lg.jp　 

■

問合せ＝政策調整課☎（２０）３０００　※電話による意見は受付しません

受講した企業などには周知用

のステッカーを配布します。
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皆さんの生活に関することについてのお知らせです。

防
衛
大
学
生
な
ど
の
募
集

　

各
種
応
募
年
齢
は
、
平
成
30
年

４
月
１
日
現
在
で
す
。

▼
受
付
＝
９
月
５
日

（火）
～
29
日

（金）

■
問
合
せ
＝
自
衛
隊
栃
木
地
方
協

力
本
部
足
利
地
域
事
務
所

☎
０
２
８
４
（７３）
０
２
３
０

●
防
衛
大
学
校
学
生
（
一
般
前
期
）

▼
一
次
試
験
日
＝
11
月
４
日

（土）
・
５

日
（日）
▼
対
象
＝
18
歳
～
21
歳
未
満

の
方
（
自
衛
官
は
23
歳
未
満
の
方
）

●
防
衛
医
科
大
学
校
医
学
科
学
生

▼
一
次
試
験
日
＝
10
月
28
日

（土）
・

29
日

（日）

▼
対
象
＝
18
歳
～
21
歳
未
満
の
方

●
防
衛
医
科
大
学
校
看
護
学
科
学

生
（
自
衛
官
候
補
看
護
学
生
）

▼
一
次
試
験
日
＝
10
月
14
日

（土）

▼
対
象
＝
18
歳
～
21
歳
未
満
の
方

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
募
集

　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
修
学
旅
行
生

の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
受
入
家
庭
を
募

集
し
ま
す
。

▼
受
入
期
間
＝
11
月
17
日

（金）
～
19

日
（日）
▼
要
件
＝
市
内
に
お
住
ま
い
で
、

期
間
中
の
送
迎
が
確
実
に
で
き
、

対
面
式
や
お
別
れ
パ
ー
テ
ィ
ー
へ

の
出
席
が
可
能
な
ご
家
庭
（
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
の
受
け
入
れ
）

▼
募
集
数
＝
10
フ
ァ
ミ
リ
ー
（
１

家
族
２
名
の
受
入
、
応
募
者
多
数

の
場
合
は
選
考
）

■
申
込
＝
９
月
28
日

（木）
ま
で
に
、

国
際
交
流
協
会
☎
（２４）
４
４
４
７

男
女
共
同
参
画
推
進
事
業
者

表
彰
「
パ
レ
ッ
ト
賞
」
募
集

　

仕
事
と
生
活
の
両
立
支
援
や
男

女
が
と
も
に
働
き
や
す
い
職
場
づ

く
り
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

る
事
業
者
を
表
彰
し
ま
す
。

▼
選
考
＝
選
考
委
員
会
に
て
、
受

賞
者
を
選
考
・
決
定
し
、
11
月
開

催
予
定
の
企
業
人
権
啓
発
懇
談
会

で
表
彰
式
を
行
い
ま
す
。

▼
申
込
＝
９
月
29
日

（金）
ま
で
に
、

所
定
の
応
募
用
紙
（
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
郵
送
ま

た
は
、
直
接
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

〒
３
２
７
‐
０
３
９
８

佐
野
市
田
沼
町
９
７
４
ー
３

人
権
・
男
女
共
同
参
画
課

■
問
合
せ
＝
同
課
☎
（６１）
１
１
４
０

空
き
工
場
や
工
場
用
地
の

情
報
を
募
集
し
ま
す

　

市
で
は
、
企
業
立
地
を
促
進
す

る
た
め
、
市
内
の
空
き
工
場
な
ど

そ
ば
打
ち
を
体
験
し
て
み

ま
せ
ん
か
？

　

第
12
回
佐
野
市
そ
ば
ま
つ
り
で

行
う
「
そ
ば
打
ち
体
験
」
の
参
加

者
を
募
集
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
10
月
７
日

（土）
・
８
日

（日）

各
日
と
も
①
午
前
11
時
20
分
～
、

②
午
後
１
時
20
分
～
（
所
要
１
時

間
程
度
）

▼
会
場
＝
田
沼
グ
リ
ー
ン
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
＝
初
心
者
の
方

▼
定
員
＝
先
着
24
組
（
各
回
６
組
）

▼
費
用
＝
１
組
１
５
０
０
円

■
申
込
＝
９
月
７
日

（木）
～
29
日

（金）

の
間
に
、
農
政
課
☎
（２０）
３
０
４
３

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
シ
ル
バ
ー
エ

イ
ジ
演
芸
大
会
出
演
者
募
集

　

サ
ー
ク
ル
活
動
な
ど
で
身
に
つ

け
た
、
踊
り
や
歌
謡
、
詩
吟
な
ど

の
演
芸
を
発
表
し
ま
せ
ん
か
？

観
覧
は
自
由
で
す
。

▼
日
時
＝
10
月
19
日

（木）
午
前
10
時

開
演
予
定　

▼
会
場
＝
文
化
会
館

▼
対
象
＝
お
お
む
ね
60
歳
以
上
の

方
で
、
３
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ

▼
出
演
時
間
＝
１
組
５
分
間
程
度

▼
費
用
＝
無
料

▼
申
込
＝
９
月
15
日

（金）
ま
で
に
、

い
き
い
き
高
齢
課
、
田
沼
・
葛
生

行
政
セ
ン
タ
ー
、
各
地
区
公
民
館

に
備
え
付
け
の
申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
の
う
え
、
い
き
い
き
高

齢
課
、
田
沼
・
葛
生
行
政
セ
ン
タ
ー

へ■
問
合
せ
＝
同
課
☎
（２０）
３
０
２
１

市
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

　

指
定
管
理
者
・

（株）
ハ
ル
プ
・
エ

ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ（
天
神
町
）、
建

築
住
宅
課（
５
階
）、
田
沼
・
葛
生

行
政
セ
ン
タ
ー
で
９
月
１
日

（金）
か

ら
配
布
す
る「
募
集
の
ご
案
内
」を

必
ず
ご
確
認
の
う
え
、
お
申
込
み

く
だ
さ
い
。
▼
住
宅
名
・
間
取
り

＝
高
萩（
３
Ｄ
Ｋ
・
２
Ｄ
Ｋ
）、
浅

沼（
３
Ｄ
Ｋ
）、
堀
米（
３
Ｄ
Ｋ
）、

米
山（
３
Ｄ
Ｋ
・
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
・
２

Ｄ
Ｋ
）、
石
塚（
３
Ｋ
・
１
Ｌ
Ｄ
Ｋ
）、

奈
良
渕（
３
Ｄ
Ｋ
）、
米
山
南（
３

Ｄ
Ｋ
）、
下
田
沼（
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
・
２

Ｄ
Ｋ
）、
吉
水（
４
Ｄ
Ｋ
）、 

駅
南

ハ
イ
ツ（
３
Ｄ
Ｋ
）▼
申
込
＝
９
月

11
日

（月）
～
22
日

（金）
ま
で
に
、

（株）
ハ

ル
プ
・
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
へ

※
募
集
戸
数
に
満
た
な
い
住
宅
は

二
次
募
集
を
行
い
、
申
込
順
に
随

時
入
居
者
を
決
定
し
ま
す

■
問
合
せ
＝
指
定
管
理
者

（株）
ハ
ル

プ
・
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ

☎
（２１）
６
０
０
６

の
所
有
者
や
不
動
産
業
者
に
物
件

情
報
を
登
録
し
て
い
た
だ
き
、
そ

の
情
報
を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ

り
立
地
を
希
望
す
る
企
業
に
提
供

す
る
「
工
場
用
地
バ
ン
ク
」
を
始

め
ま
し
た
。
登
録
は
無
料
で
す
。

空
き
工
場
、
工
場
用
地
を
お
持
ち

の
方
は
、
ぜ
ひ
ご
登
録
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
＝
工
場
、
倉
庫
に
活
用
で

き
る
土
地
や
建
物

※
登
録
要
件
や
方
法
な
ど
の
詳
細

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

※
空
き
工
場
な
ど
に
関
す
る
交

渉
、
売
買
契
約
な
ど
は
、
所
有
者

と
購
入
希
望
者
が
直
接
行
い
、
市

は
関
与
し
ま
せ
ん

■
申
込
＝
商
工
・
企
業
誘
致
課

☎
（２０）
３
０
４
０

生
活
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養

成
講
座
参
加
者
募
集

　

市
内
の
高
齢
者
の
日
常
生
活
を

お
手
伝
い
し
て
い
た
だ
く
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
講
座
で
す
。

▼
日
時
＝
９
月
11
日

（月）
・
19
日

（火）

午
前
10
時
～
午
後
３
時

▼
会
場
＝
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
定
員
＝
先
着
30
人（
無
料
）

■
申
込
＝
９
月
８
日

（金）
ま
で
に
、

社
会
福
祉
協
議
会

☎
（８６）
８
８
４
４
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佐
野
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

９
月
の
催
し
物

　

佐
野
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー（
ま
ち

な
か
活
性
化
ビ
ル
「
佐
野
未
来
館
」

２
階
）で
開
催
し
ま
す
。

▼
費
用
＝
無
料

※
①
の
み
要
事
前
申
込

■
問
合
せ
・
申
込
＝
文
化
振
興
課

☎
（２０）
３
０
４
４

①
美
音
の
会「
う
た
の
つ
ば
さ
コ

ン
サ
ー
ト
」

▼
日
時
＝
９
月
10
日

（日）
午
後
１
時

30
分
～
▼
定
員
＝
先
着
50
人

②
フ
ル
ー
ト
と
映
像
で
楽
し
む

ア
ー
ト
な
世
界　

▼
日
時
＝
９
月
24
日

（日）
午
後
２
時

～「
元
気
な
森
づ
く
り
の
日
」

記
念
イ
ベ
ン
ト

　

10
月
16
日
の
「
元
気
な
森
づ
く

り
の
日
」
を
記
念
し
て
、
獣
害
対

策
に
取
り
組
む
里
山
林
の
見
学
や

紙
す
き
な
ど
の
工
作
体
験
を
開
催

し
ま
す
。

▼
日
時
＝
10
月
21
日

（土）
午
前
９
時

30
分
～
午
後
３
時

▼
集
合
＝
根
古
屋
森
林
公
園
駐
車

場　

▼
費
用
＝
850
円
（
昼
食
代
）

※
飲
み
物
は
持
参
く
だ
さ
い

▼
定
員
＝
先
着
25
人

さ
の
ラ
グ
ビ
ー
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
２
０
１
７

　

佐
野
市
を
ラ
グ
ビ
ー
で
盛
り
上

げ
よ
う
！
（
佐
野
市
は
平
成
34
年

栃
木
国
体
ラ
グ
ビ
ー
会
場
で
す
）

▼
日
時
＝ 

９
月
23
日（
祝
・
土
）

午
前
９
時
～
午
後
４
時　

   

▼
会
場
＝
運
動
公
園
陸
上
競
技
場

▼
内
容
＝
小
学
生
タ
グ
ラ
グ
ビ
ー

教
室
、
関
東
高
校
女
子
セ
ブ
ン
ズ

交
流
大
会
、
国
体
強
化
試
合
な
ど

※
タ
グ
ラ
グ
ビ
ー
教
室
の
み
事
前

申
込
が
必
要　

▼
申
込
＝
９
月
11
日

（月）
ま
で（
必

着
）
に
、
所
定
の
申
込
用
紙
を
、

ス
ポ
ー
ツ
立
市
推
進
課
へ

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
可　

■
問
合
せ
＝
同
課
☎
（２０）
３
０
４
９

美
術
鑑
賞
ツ
ア
ー

　

第
９
回
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
鋳
金
展

や
安
藤
勇
寿「
少
年
の
日
」美
術
館

な
ど
市
内
の
美
術
館
を
巡
り
ま

す
。
▼
日
時
＝
10
月
31
日

（火）
午
後

１
時
～
５
時
（
集
合
は
文
化
会
館
）

▼
定
員
＝
42
人（
応
募
者
多
数
の

場
合
、
抽
選
）

▼
費
用
＝
500
円（
保
険
代
）

▼
申
込
＝
一
人
一
通
の
み
有
効
、

重
複
申
込
は
無
効
。
９
月
29
日

（金）

ま
で（
消
印
有
効
）に
124
円
往
復
は

が
き
に
参
加
希
望
者
全
員（
１
枚

２
人
ま
で
）
の
住
所
・
氏
名
・
電

話
番
号
を
記
入
し
、

〒
３
２
７
‐
８
５
０
１

（
住
所
不
要
）

（公財）
佐
野
市
民
文
化
振
興
事
業
団

「
美
術
鑑
賞
ツ
ア
ー
」
係
へ

※
抽
選
結
果
は
返
信
用
は
が
き
で

お
知
ら
せ
し
ま
す

■
問
合
せ
＝
同
事
業
団

☎
（２０）
３
０
４
４

第
20
回
佐
野
の
越
名
舟
唄

全
国
大
会

　

全
国
か
ら
の
参
加
者
が
自
慢
の

唄
声
を
披
露
し
ま
す
。
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
や
呈
茶
も
お
楽
し
み
く
だ

さ
い
。
※
入
場
無
料

▼
日
時
＝
９
月
17
日

（日）
（
予
選
・

決
勝
）
午
前
９
時
30
分
～

▼
会
場
＝
文
化
会
館

■
問
合
せ
＝
文
化
振
興
課

☎
（２０）
３
０
４
４

催

物

し

市役所１階の〈ろうきん〉ＡＴＭをご利用ください！

給与・年金

振込は

ろうきんへ

【ATM稼働時間】平日８時４５分から１８時まで
中央労働金庫佐野支店　TEL.0283‒24‒8185

■
申
込
＝
９
月
４
日

（月）
～
10
月
10

日
（火）
の
間
に
、
栃
木
県
県
南
環
境

森
林
事
務
所
☎
（２３）
１
４
４
１

第
13
回
佐
野
市
民
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
＆
安

足
地
区
総
合
型
Ｓ
Ｃ
フ
ェ
ス
タ

　

た
く
さ
ん
の
レ
ク
や
ニ
ュ
ー
ス

ポ
ー
ツ
を
体
験
し
、
楽
し
い
一
日

を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。
５
種
目
以

上
を
体
験
し
て
参
加
賞
と
豪
華
賞

品
を
ゲ
ッ
ト
し
よ
う
！

▼
日
時
＝
10
月
９
日（
祝
・
月
）

午
前
８
時
30
分
～
午
後
２
時

▼
会
場
＝
運
動
公
園
各
施
設
、
ア

リ
ー
ナ
た
ぬ
ま　

▼
費
用
＝
無
料

■
問
合
せ
＝
ス
ポ
ー
ツ
立
市
推
進

課
☎
（２０）
３
０
４
９

９
月
の
茶
会

▼
日
時
＝
９
月
17
日

（日）
午
前
９
時

30
分
～
午
後
３
時　

▼
会
場
＝
万
葉
の
里
・
城
山
記
念

館　

▼
席
主
＝
黒
﨑
仙
里
さ
ん

（
茶
華
道
協
会
茶
道
部
・
大
日
本

茶
道
学
会
）

▼
茶
券
＝
600
円
（
当
日
購
入
可
）

■
問
合
せ
＝
万
葉
の
里
・
城
山
記

念
館
☎
（２３）
０
７
２
８
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「佐野学」で市の歴史や文化について学びませんか？　■問合せ＝政策調整課☎（２０）３０００

●「佐野学」見学ツアー第１弾を開催します

　第１回「佐野学」市民講座で取り上げた、第一酒造「開華」の酒蔵を訪問します。

▲

日時＝１０月３日（火）午後１時～４時　

▲

集合・解散＝佐野日本大学短期大学

▲

定員＝先着５０人　

▲

費用＝１０００円

▲

内容＝第一酒造（田島町）の酒蔵見学、試飲会、名酒「両国橋」看板の展示と説明など

▲

申込＝９月１５日（金）までに、佐野日本大学短期大学☎（２１）１２００（平日午前１０時～午後４時）

●佐野学市民講座「佐野の旧家を訪ねる」後期受講者を募集します

日時 講演タイトル・講師

第５回 １０月　７日（土）午後２時～ 「津久居家の歴史・田中正造との関係」

津久居典彦さん（（株）グローバルエステート代表取締役）

第６回 １０月１４日（土）午後１時～ 千百年の伝統 天命鋳物と鋳師若林家」若林秀真さん（天命鋳師）

第７回 １０月２１日（土）午後１時～ 「田中正造と蓼沼家の育英事業」蓼沼恒男さん（三好鉱業（株）取締役社長）

第８回 １１月１１日（土）午後１時～ 「佐野庄と共に生きた佐野氏」出居博さん（市文化財課職員）

▲

会場＝佐野日本大学短期大学　

▲

費用＝各回５００円

▲

申込＝開催日の前日までに、佐野日本大学短期大学☎（２１）１２００（平日午前１０時～午後４時）

皆さんの生活に関することについてのお知らせです。

第
20
回
秋
山
の
里

「
ゆ
と
り
の
文
化
展
」

　

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
展
、
盆
栽
や
蝋

画
な
ど
の
展
示
や
農
産
物
の
直
売

を
行
い
ま
す
。

▼
日
時
＝
10
月
７
日

（土）
・
8
日

（日）

午
前
９
時
～
午
後
５
時　

▼
会
場
＝
あ
き
や
ま
学
寮

■
問
合
せ
＝
同
寮
☎
（８７）
０
０
２
２

「
佐
野
市
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商

品
券
２
０
１
７
」
追
加
販

売
の
お
知
ら
せ

　

１
セ
ッ
ト
１
万
１
千
円
分
の
商

品
券
を
、
１
万
円
で
販
売
し
ま
す
。

事
前
申
込
に
よ
り
購
入
い
た
だ
い

た
方
も
追
加
購
入
が
可
能
で
す
。

▼
日
時
＝
９
月
18
日（
祝
・
月
）

午
前
９
時
～
な
く
な
り
次
第
終
了

▼
販
売
場
所
＝
佐
野
商
工
会
議
所

▼
追
加
販
売
数
＝
700
セ
ッ
ト

▼
購
入
可
能
額
＝
１
人
３
セ
ッ
ト

（
３
万
円
）
ま
で

■
問
合
せ
＝
同
会
議
所

☎
（２２）
５
５
１
１

創
業
支
援
の
た
め
の

無
料
個
別
相
談
会

　

創
業
を
計
画
し
て
い
る
方
を
対

象
に
、
経
営
や
資
金
調
達
に
関
す

る
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
10
月
８
日

（日）
・
18
日

（水）
、
11
月
３
日（
祝
・
金
）・
15
日

（水）
・
23
日（
祝
・
木
）

各
日
午
後
１
時
～
５
時

※
時
間
は
１
人
２
時
間
程
度

※
相
談
員
の
専
門
が
日
に
よ
り
異

な
り
ま
す

▼
会
場
＝
佐
野
商
工
会
議
所

▼
定
員
＝
先
着
30
人

■
申
込
＝
同
会
議
所

☎
（２２）
５
５
１
１（
要
事
前
申
込
）

平
成
29
年
度
奨
学
金
返
済

助
成
事
業
に
つ
い
て

　

定
住
人
口
を
増
や
し
、
地
域
の

活
性
化
を
図
る
た
め
、
返
還
中
の

奨
学
金
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

　

募
集
要
項
は
教
育
総
務
課
（
３

階
）
で
、
９
月
１
日

（金）
か
ら
配
布

し
ま
す
。
要
項
を
ご
確
認
の
う
え

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
＝

①
奨
学
金
の
貸
与
を
受
け
て
い
た

方②
平
成
26
年
１
月
１
日
以
降
に
佐

野
市
に
転
入
し
、
申
請
日
に
お
い

て
も
佐
野
市
に
住
所
を
有
す
る
方

③
申
請
日
か
ら
４
年
間
市
内
に
居

住
す
る
と
誓
約
で
き
る
方

④
申
請
日
の
前
１
年
間
に
奨
学
金

を
遅
滞
な
く
返
済
し
、
そ
の
額
が

12
万
円
を
超
え
て
い
る
方

⑤
市
税
を
完
納
し
て
い
る
方

⑥
就
労
し
て
い
る
方

▼
助
成
予
定
数
＝
40
人
（
応
募
者

多
数
の
場
合
は
抽
選
）

▼
助
成
金
額
＝
12
万
円
（
た
だ
し

４
年
以
内
に
転
出
し
た
場
合
は
返

還
が
必
要
で
す
）

▼
申
込
＝
10
月
２
日

（月）
～
20
日

（金）

の
間
、
教
育
総
務
課
へ

■
問
合
せ
＝
同
課
☎
（２０）
３
１
０
６

県
内
の
製
造
業
に
就
職
す
る

方
の
奨
学
金
返
還
を
助
成

　

県
内
に
本
店
ま
た
は
支
店
の
あ

る
製
造
業
に
就
職
す
る
方
の
奨
学

金
の
返
還
を
助
成
し
ま
す
。

▼
対
象
＝
大
学
３
年
生
、
大
学
院

修
士
１
年
生
、
短
期
大
学
１
年
生
、

高
等
専
門
学
校
４
年
生

※
助
成
金
額
や
条
件
な
ど
、
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

▼
助
成
数
＝
50
人

▼
申
込
＝
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

申
込
書
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
９

月
１
日

（金）
～
11
月
30
日

（木）
の
間

に
、
栃
木
県
労
働
政
策
課
へ

■
問
合
せ
＝
同
課

☎
０
２
８（
６
２
３
）３
２
２
４

お
知
ら
せ
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国
民
健
康
保
険（
国
保
）の
被

保
険
者
証
が
更
新
さ
れ
ま
す

　

新
し
い
被
保
険
者
証
を
９
月
末

日
ま
で
に
郵
送
し
ま
す
の
で
10
月

１
日
か
ら
は
新
し
い
被
保
険
者
証

（
う
ぐ
い
す
色
）を
お
使
い
く
だ
さ

い
。
平
成
30
年
８
月
か
ら
70
～
74

歳
の
方
が
使
用
す
る
高
齢
受
給
者

証
と
被
保
険
者
証
が
統
合
さ
れ
る

た
め
、
有
効
期
限
は
平
成
30
年
７

月
31
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
被
保
険
者
証
の
窓
口
交
付

　

ご
希
望
の
方
に
は
医
療
保
険
課

（
２
階
）、
田
沼
・
葛
生
の
各
行
政

セ
ン
タ
ー
で
直
接
お
渡
し
し
ま

す
。
受
け
取
り
の
際
に
は
、
認
め

印（
シ
ャ
チ
ハ
タ
不
可
）と
現
在
の

被
保
険
者
証
を
お
持
ち
く
だ
さ

い
。
■
申
込
＝
９
月
８
日

（金）
ま
で

に
、
同
課
☎
（２０）
３
０
２
４

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

の
刃
物
と
ぎ

▼
日
時
＝
９
月
13
日

（水）
午
前
９
時

～
午
後
４
時　

▼
会
場
＝
大
橋
シ

ル
バ
ー
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ

※
料
金
な
ど
は
直
接
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
田
沼
・
葛
生
の
連

絡
所
で
も
随
時
開
催
中
で
す

■
問
合
せ
＝
同
セ
ン
タ
ー

☎
（２３）
７
７
６
５

秋
の
交
通
安
全
県
民
総
ぐ

る
み
運
動

　

９
月
21
日
～
30
日
の
10
日
間
、

秋
の
交
通
安
全
県
民
総
ぐ
る
み
運

動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

交
通
事
故
は
被
害
者
、
加
害
者

と
も
に
そ
の
後
の
生
活
に
大
き
な

影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
交
通
事
故

を
起
こ
さ
な
い
・
遭
わ
な
い
よ
う

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
中
・

自
転
車
乗
用
中
の
交
通
事
故
防
止

に
努
め
る
と
と
も
に
、
全
て
の
座

席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル

ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
を
徹
底

し
ま
し
ょ
う
。

■
問
合
せ
＝
交
通
生
活
課

☎
（２０）
３
０
１
４

●
交
通
安
全
イ
ベ
ン
ト
①

▼
日
時
＝
９
月
16
日

（土）
午
前
10
時

～
11
時
30
分　

▼
会
場
＝
道
の
駅

ど
ま
ん
な
か
た
ぬ
ま　

▼
内
容
＝
パ
ト
カ
ー
や
白
バ
イ
の

展
示
、
風
船
、
粗
品
の
配
布
な
ど

●
交
通
安
全
イ
ベ
ン
ト
②

▼
日
時
＝
９
月
21
日

（木）
午
前
10
時

～
▼
会
場
＝
佐
野
駅
入
口
交
差
点

▼
内
容
＝
高
萩
保
育
園
児
た
ち
の

交
通
安
全
の
呼
び
か
け
や
、
啓
発

品
の
配
布
な
ど

道路・河川は公共の財産です

安全で快適な環境を実現するために皆さんのご協力をお願いします！

●

樹木は適正に管理
　歩道や車道に張り出した樹木は、歩行者や自動車の通行の妨げにな

り危険です。また、枯れ木や弱った木が倒れて事故が発生した場合に

は所有者が責任を問われますので、適正な管理をお願いします。

●
道路での禁止行為はやめましょう

　道路に段差解消ステップや看板、のぼり旗などを設置することは違

法であり認められませんので、撤去をお願いします。

　また、乗入口付近の縁石を勝手に撤去するなど、道路の構造や交通

に支障を及ぼす行為は法律で禁止されています。乗入口の変更は一定

の基準を満たしている場合にのみ認められますので、事前に道路管理

者までご相談ください。※この場合の工事費は自己負担となります

●

不法投棄の防止
　人目につかない河川や道路へのゴミの不法投棄が後を絶ちません。

不法投棄は犯罪です。皆さんのモラル、監視の目で不法投棄を根絶し

ましょう。

■

問合せ＝

　市道について　道路河川課☎（２０）３１０２

　県道について　安足土木事務所保全第二部☎（２４）３１１１

歩道にせり出した支障木

違法に設置された段差解消ステップ
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皆さんの生活に関することについてのお知らせです。

　
（仮称）出流原ＰＡ
スマートインターチェンジが

「新規事業化箇所」に選定されました

■

問合せ＝北関東自動車道沿線開発推進室

　　　　　☎（２０）３０４５

　（仮称）出流原ＰＡスマートインターチェン

ジが７月２１日に国土交通省から「新規事業

化箇所」に選定されました。

　今後も早期の供用開始を目指し、関係機関

と連携して整備を進めていきます。

危
険
物
取
扱
者
試
験　

▼
試
験
日
＝
11
月
12
日

（日）

▼
試
験
会
場
＝
白
鷗
大
学
足
利
高

等
学
校
ほ
か
▼
受
験
料
＝
甲
種

５
千
円
、
乙
種
３
４
０
０
円
、
丙

種
２
７
０
０
円
（
乙
・
丙
種
の
受

験
資
格
の
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
）

▼
申
込
＝
９
月
11
日

（月）
～
22
日

（金）

の
間
に
、
消
防
本
部
予
防
課
・
消

防
署
・
北
・
西
の
各
分
署
に
て
願

書
配
布
、
受
付
を
し
ま
す
。

※
（一財）
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
申
請
で
き

ま
す　

■
問
合
せ
＝
同
課
☎
（２３）
９
９
１
０

「
高
齢
者
・
障
害
者
の
人
権

あ
ん
し
ん
相
談
」
強
化
週

間
に
お
け
る
電
話
相
談　

　

宇
都
宮
地
方
法
務
局
と
栃
木
県

人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
９

月
４
日

（月）
～
10
日

（日）
の
１
週
間
、

高
齢
者
・
障
が
い
者
に
対
す
る
暴

行
・
虐
待
な
ど
、
人
権
問
題
を
め

ぐ
る
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

▼
受
付
＝
同
期
間
午
前
８
時
30
分

～
午
後
７
時
（
土
・
日
曜
日
は
、

午
前
10
時
～
午
後
５
時
）

☎
０
５
７
０（
０
０
３
）１
１
０

■
問
合
せ
＝
人
権
・
男
女
共
同
参

画
課
☎
（６１）
１
１
４
０

ま
ち
の
駅
を
ご
利
用

く
だ
さ
い

　

「
ま
ち
の
駅
」

と
は
、
誰
で
も

気
軽
に
立
ち
寄

り
、
地
域
の
話
題
や
情
報
が
得
ら

れ
る
交
流
の
場
で
す
。
市
内
に
は

35
か
所
あ
り
、
お
店
や
会
社
な
ど

が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
心
で
開
設
し

て
い
ま
す
。

　

ト
イ
レ
の
貸
し
出
し
も
行
っ
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
お
気
軽
に
お
立
ち

寄
り
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
＝
観
光
立
市
推
進
課

☎
（２７）
３
０
１
１

農
業
委
員
が
決
ま
り
ま
し
た

　

農
業
委
員
会
法
の
改
正
に
よ

り
、
農
地
な
ど
の
利
用
の
最
適
化

の
推
進
に
取
り
組
む
体
制
が
強
化

さ
れ
、
農
業
委
員
選
出
方
法
の
変

更
や
、
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委

員
が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。

（
平
成
29
年
７
月
20
日
現
在
）

●
農
業
委
員　

※
敬
称
略

【
委
員
】

谷
正
雄
（
大
古
屋
町
）

島
田
俊
行
（
田
島
町
）

島
田
一
男
（
田
島
町
）

小
堀
和
彦
（
小
中
町
）

松
本
信
行
（
上
羽
田
町
）

遠
藤
宏
（
下
羽
田
町
）

志
賀
喜
一
（
赤
見
町
）

澁
江
修
身
（
小
見
町
）

本
島
光
雄
（
栃
本
町
）

川
上
美
由
紀
（
岩
崎
町
）

相
場
重
雄
（
下
彦
間
町
）

新
井
勉
（
中
町
）

立
川
勝
美
（
牧
町
）

立
川
久
恵
（
牧
町
）

●
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

※
敬
称
略
、（ 

）内
は
担
当
地
区

若
田
部
明
（
佐
野
・
堀
米
・
旗
川
）

尾
花
收
（
赤
見
）

関
口
光
司
、細
田
廣
好
（
植
野
）

片
柳
實
、小
関
昭
男
（
界
・
犬
伏
）

島
田
久
雄
、新
井
正
行
（
吾
妻
）

金
子
一
郎
（
田
沼
・
戸
奈
良
・
田

沼
南
部
）

田
中
利
男
（
栃
本
・
田
沼
北
部
）

安
部
郁
夫
、黒
田
周
太
郎
（
三
好
・

野
上
）

向
田
哲
也
、
提
箸
久
雄
（
新
合
・

飛
駒
）

中
島
敏
男
（
葛
生
）

縫
田
重
吉
（
常
盤
・
氷
室
）

■
問
合
せ
＝
農
業
委
員
会

☎
（２０）
３
０
５
９

まちの駅のマーク

【
会
長
】

杉
山
忠
（
富
士
町
）

【
職
務
代
理
者
】

森
下
憲
一
（
長
谷
場
町
）

スマートインター
チェンジが設置
される出流原ＰＡ
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に
要
件
あ
り
）
が
必
要
に
な
り
ま

す■
問
合
せ
＝
建
築
指
導
課

☎
（２０）
３
１
０
４

森
林
の
伐
採
に
つ
い
て

　

大
切
な
森
林
を
違
法
な
伐
採
や

無
秩
序
な
開
発
か
ら
守
る
た
め
、

森
林
を
伐
採
す
る
際
は
、事
前
（
伐

採
を
開
始
す
る
日
の
90
日
前
か
ら

30
日
前
ま
で
）
に
伐
採
届
出
書
を

提
出
す
る
こ
と
が
法
律
に
よ
り
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
農
山
村
振
興
課
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
＝
同
課
☎
（６１）
１
１
６
３

女
性
の
再
就
職
相
談
会

（
出
張
相
談
）

▼
日
時
＝
10
月
６
日

（金）
午
前
10
時

～
正
午　

▼
会
場
＝
こ
ど
も
の
国

▼
費
用
＝
相
談
・
託
児
と
も
無
料

※
託
児
は
満
６
か
月
以
上
就
学
前

■
申
込
＝
人
権
・
男
女
共
同
参
画

課
☎
（６１）
１
１
４
０

消
費
税
軽
減
税
率
制
度
に

関
す
る
説
明
会

　

事
業
者
の
方
を
対
象
に
、
消
費

税
の
軽
減
税
率
制
度
に
関
す
る
説

明
会
を
開
催
し
ま
す
。

地
震
に
強
い
安
全
な
住
ま
い

づ
く
り
を
応
援
し
ま
す
！

　

市
で
は
、
昭
和
56
年
５
月
31
日

以
前
に
着
工
さ
れ
た
木
造
住
宅
の

耐
震
診
断
や
耐
震
改
修
工
事
の
費

用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。
ま

た
、
平
成
29
年
７
月
か
ら
耐
震
建

替
工
事
の
一
部
補
助
を
開
始
し
ま

し
た
。

※
事
前
に
市
へ
申
請
を
し
て
か
ら

実
施
し
た
も
の
に
限
り
ま
す

※
条
件
な
ど
、詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い

●
耐
震
診
断
補
助

▼
助
成
金
額
＝
診
断
費
用
の
３
分

の
２（
上
限
２
万
円
）、
補
強
計

画
策
定
費
用
の
３
分
の
２（
上
限

８
万
円
）、
耐
震
診
断
と
補
強
計

画
策
定
費
用
の
３
分
の
２
（
上
限

10
万
円
）

●
耐
震
改
修
補
助

▼
助
成
金
額
＝
改
修
費
用
の
２
分

の
１（
上
限
80
万
円
）

※
事
前
に
補
強
計
画
を
含
む
耐
震

診
断
が
必
要
に
な
り
ま
す

●
耐
震
建
替
補
助

▼
助
成
金
額
＝
建
替
前
の
住
宅
の

耐
震
改
修
に
要
す
る
費
用
相
当
額

（
１
㎡
当
た
り
２
３
４
０
０
円
）の

２
分
の
１
（
上
限
80
万
円
）

※
事
前
に
耐
震
診
断（
診
断
結
果

～ワールドスポーツをＳＡＮＯで！（その３）～
クリケットをもっと身近に！子どもたちから

　クリケットは、「途中にティータイムの時間があり、１

日かけて試合を行う紳士のスポーツ」という印象を持つ

方が多いようですが、近年では子どもでも楽しめるよう

に工夫したゲームも行われています。基本的なルールは

そのままに、投球数を少なくして試合時間を短縮する、

ボールを軟式にして防具を不要にするなどの工夫がされ

ています。クリケットが盛んな国の子どもたちも、自分

たちでルールをアレンジして空き地で遊んでいます。

　日本クリケット協会では、簡易ルールの楽しいゲームを市内の小学校の授業や放課後子どもクラブ

などで紹介し、これまでに約５千人の小学生たちがクリケットを体験しています。今秋には小学校対

抗戦である「佐野市長杯」や、小学生が交友を深めながらクリケットを楽しむイベント「ブラストシリー

ズ」が開催できるほどになりました。　　　　（特定非営利活動法人日本クリケット協会　大鳥居悠貴）

■

問合せ＝スポーツ立市推進課

　　　　　☎（２０）３０４９

ブラストシリーズはクリケット初心者でも楽しめるイベン
トです。ＱＲコードからアクセスし、お申し込みください。

▼
日
時
・
会
場
＝

①
10
月
12
日

（木）
午
後
２
時
～
３

時
・
佐
野
商
工
会
議
所

②
10
月
17
日

（火）
午
後
２
時
～
３

時
・
あ
そ
商
工
会

③
10
月
19
日

（木）
午
前
10
時
～
11

時
・
勤
労
者
会
館

④
10
月
19
日

（木）
午
後
２
時
～
３

時
・
勤
労
者
会
館

▼
定
員
＝
①
・
②
は
先
着
40
人
、

③
・
④
は
先
着
80
人

▼
費
用
＝
無
料

■
申
込
＝
各
開
催
日
の
２
営
業
日

前
ま
で
に
、
佐
野
税
務
署

☎
（２２）
４
３
６
６（
平
日
の
み
）

※
自
動
音
声
案
内
「
2
」
を
選
択

市
営
バ
ス
の
一
部
バ
ス
停
が

利
用
で
き
な
く
な
り
ま
す

　

多
田
町
内
の
下
水
道
工
事
に
よ

り
、
基
幹
線（
道
の
駅
経
由
）と
仙

波
会
沢
線
の
「
多
田
翠
下
町
」
バ

ス
停
が
10
月
上
旬
～
１
月
末
ま
で

利
用
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　

詳
し
い
時
期
な
ど
の
詳
細
は
、

広
報
さ
の
10
月
号
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

■
問
合
せ
＝（
工
事
に
つ
い
て
）

下
水
道
課
☎
（２３）
１
１
２
０

（
運
行
に
つ
い
て
）葛
生
バ
ス
車
庫

☎
（８６）
４
０
７
１
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皆さんの生活に関することについてのお知らせです。

●油やゴミを下水道に流さないでください

　下水道に油やゴミなどを流してしまうと、下水道管の詰まりや

悪臭の原因となります。

☆家庭では…

•	鍋や皿についた油は拭き取ってから洗うようにしましょう

•	古い油は新聞紙などで吸い取るか、油を固める製品で燃えるゴミ

として出しましょう

☆飲食店では…

•	定期的にグリーストラップ（油除去装置）の清掃をしてください

•	特に油が多いものは、流さないで別に処理してください

９月１０日は「下水道の日」　この機会に下水道への理解を深めましょう！

正
常
な
下
水
管
き
ょ（
上
）と

油
が
付
着
し
た
下
水
管
き
ょ（
下
）

■問合せ＝下水道課☎（２３）１１２０　※詳細はホームページ「佐野市　下水道」で検索

ともこ皮フ科クリニック
診療科目

美容皮フ科

診療時間 休診日

住所：栃木県佐野市鐙塚町156-1  電話：０２８３‒８５‒９４８３

木・日・祝日９：００～１２：００/１６：００～１８：００
（ご予約制ではございません）土曜日午後も診療しております。

９：００～１８：００（完全予約制）
※手術・ヒアルロン酸・ボットクス・脂肪溶解注射は午後からの予約となります。
※全身脱毛の最終予約は１７：００となります。

皮膚科

●訪問販売にご注意ください！

　「市から委託されて宅地内の排水管や汚水ますの点検・清掃に来た」「すぐに清掃しないと詰まっ

てしまう」などと言葉巧みに契約を迫ってくる訪問販売の相談が市内でも報告されています。

　宅地内の排水設備は、特別な場合を除いて、市が宅地内の排水設備の点検・修繕・清掃を行うこと

はありません。必要がないと思ったらはっきりと断り、不審に思った際は下水道課へご連絡ください。

●接続工事は市指定の工事店へ

　市では、排水設備工事を行うのに必要な知識と

技術を持った「指定工事店」を指定しています。

トイレや台所、風呂場などを公共下水道へ接続す

る工事は、「指定工事店」でなければ施工はできま

せん。

　また、下水道に接続したのに、下水道使用料の

請求がないといった場合は、「指定工事店」以外の

業者が工事を行った可能性があります。不良工事

により適切に下水が流れないなどのトラブルが発

生する可能性もありますので、心あたりの方は下

水道課へご連絡ください。

●こんなときは届出が必要です

　次のような変更があった場合には、届出をされ

ないと下水道使用料が正しく計算されないため、

ご連絡をお願いします。

•	井戸水を使っているご家庭で、世帯の人数が変

わったとき

•	上水道や井戸水の使用を追加または廃止したと

き

•	増築や改築などで水道メーターの増設または口

径変更を行ったとき

•	建物の建て替えなど下水道設備を撤去した場合

で、上水道のみを継続して使用するとき
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消費生活センターからのお知らせクリーン推進課からのお知らせ
　　

小
規
模
事
業
者
向
け

販
路
開
拓
商
談
会

　

市
内
に
本
支
店
を
有
す
る
小
規

模
事
業
者
な
ど
を
対
象
に
商
談
会

を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
10
月
13
日

（金）
午
前
10
時

～
午
後
５
時

※
相
談
時
間
は
１
人
60
分
程
度

▼
会
場
＝
佐
野
商
工
会
議
所

▼
商
談
先
＝

（株）
福
田
屋
百
貨
店
バ

イ
ヤ
ー
※
す
で
に
取
引
済
の
方
も

お
申
込
み
で
き
ま
す

▼
商
品
分
野
＝
①
食
料
品
・
食
品

加
工
品
、②
雑
貨
・
工
芸
品
・
ギ
フ

ト
品
・
日
販
品
な
ど

■
申
込
＝
同
会
議
所

☎
（２２）
５
５
１
１
（
要
事
前
申
込
）

と
ち
ぎ
障
害
者
合
同
就
職

面
接
会

　

県
南
地
区（
栃
木
・
佐
野
・
足
利
・

小
山
）の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
合
同
で
、

障
が
い
の
あ
る
方
を
対
象
に
し
た

就
職
面
接
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
９
月
22
日

（金）
午
後
１
時

～
４
時
▼
会
場
＝
栃
木
商
工
会
議

所
（
栃
木
市
）

■
問
合
せ
＝
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
佐
野

☎
（２２）
６
２
６
０

FAX‌

（２１）
１
２
５
６

架空請求にご注意ください

　国の機関や企業の名称をかたり、「訴訟最終告知の

お知らせ」などと題したはがきが届いたとの相談が

多く寄せられています。

　「貴殿に対しての民事訴訟裁判が執り行われます」

などと書いてあっても、不安をあおって連絡を取ら

せようとする架空請求の手口ですので、連絡をしな

いようにしましょう。

　困った時は、消費生活センターへご相談ください。

■問合せ＝消費生活センター☎（２０）３０１５　

　　　　　※平日午前９時～午後４時

　　　　　消費者ホットライン☎局番無し１８８	

　　　　　※土曜日午前９時～午後５時、

　　　　　　日曜日・祝日午前１０時～午後４時

「もったいないの心」で“ゆずりあい”

　市では、家庭で不用になった品物、また、譲って

ほしい品物をお互いに譲り合うことによって、不用

品のリユース ( 再利用 ) をすすめています。

　“ゆずります・ゆずってください”の情報は、以下

の場所で確認できます。ぜひ、クリーン推進課まで

ご連絡ください。

【不用品情報掲示板の設置場所】

　みかもクリーンセンター、葛生清掃センター

　市役所 1 階、田沼・葛生行政センター１階

　※情報は市ホームページにも掲載しています

■問合せ＝クリーン推進課☎（２３）８１５３

※９月２３日（祝・土）の秋分の日は、ごみステーショ

　ンの収集・清掃センターでの受入を行いません

　
　市有施設に関する説明会を開催します

　市有施設の多くは、老朽化が進み、これから一斉に

更新時期を迎えます。今後、人口減少が予想され、す

べての市有施設を、これまでと同じように維持してい

くことは非常に困難な状況になってきています。

　このような市有施設の現状と課題などを知っていた

だくため、説明会を開催します。ぜひお越しください。

地区名 開催日 会場

佐野地区 １０月　２日（月） 勤労者会館

田沼地区 １０月　５日（木） 田沼中央公民館

葛生地区 １０月１１日（水） 葛生あくとプラザ

▼時間＝各日午後７時～８時

※申込は不要です。直接会場へお越しください

■

問合せ＝行政経営課☎（２０）３００５

水
道
メ
ー
タ
ー
の
更
新　

　

水
道
局
で
は
交
換
時
期
に
あ
る

水
道
メ
ー
タ
ー
の
交
換
を
行
い
ま

す
。
市
の
腕
章
と
身
分
証
明
書
を

携
帯
し
た
佐
野
市
指
定
給
水
装
置

工
事
事
業
者
が
お
伺
い
し
て
、
無

料
で
交
換
を
行
い
ま
す
。

　

該
当
す
る
世
帯
に
は
水
道
局
よ

り
通
知
を
お
送
り
し
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
実
施
期
間
＝ 

９
月
12
日

（火）
～

11
月
13
日

（月）（
予
定
）■
問
合
せ
＝

水
道
局
総
務
課
☎
（２２）
１
６
９
６

働
く
人
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
相
談　

　

職
場
の
ス
ト
レ
ス
、
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
の
不
調
を
抱
え
る
方
な
ど

に
対
し
、
産
業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が

無
料
で
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
（
面
接

相
談
や
電
話
相
談
）
を
行
い
ま
す
。

▼
日
時
＝
９
月
20
日

（水）
午
後
１
時

30
分
～
４
時
30
分
▼
会
場
＝
足
利

庁
舎
足
利
労
政
事
務
所

■
申
込
＝
９
月
14
日

（木）
ま
で
に
、

同
事
務
所
へ

☎
０
２
８
４
（４１）
１
２
４
１
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皆さんの生活に関することについてのお知らせです。

あ
な
た
の
年
金　

簡
単
便
利

な「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」で
！

　

日
本
年
金
機
構
の
「
ね
ん
き
ん

ネ
ッ
ト
」
サ
ー
ビ
ス
で
は
、
自
分

の
年
金
記
録
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
確
認
で
き
ま
す
。

　

基
礎
年
金
番
号
を
ご
用
意
の
う

え
、
誕
生
月
に
郵
送
で
届
く
「
ね

ん
き
ん
定
期
便
」
に
記
載
さ
れ
て

い
る
ア
ク
セ
ス
キ
ー
を
使
っ
て
登

録
す
る
と
、
す
ぐ
に
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
で
き
ま
す
。

●
こ
ん
な
と
き
に
便
利
で
す

①
将
来
受
け
取
れ
る
年
金
見
込
額

が
知
り
た
い

②
年
金
記
録
を
確
認
し
た
い

③
ね
ん
き
ん
定
期
便
や
年
金
振
込

通
知
な
ど
の
通
知
が
見
た
い

④
年
金
保
険
料
の
支
払
い
も
れ
や

届
出
も
れ
が
な
い
か
確
認
し
た
い

⑤
年
金
機
構
へ
提
出
す
る
書
類
を

簡
単
に
作
成
し
た
い

※
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
使
い
た
い

方
は
、
以
下
の
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ

ス
し
て
く
だ
さ
い

■
問
合
せ
＝
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
専

用
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０（
０
５
８
）５
５
５

講

座

く
ら
し
の
講
座

「
エ
コ
料
理
を
作
ろ
う
」

▼
日
時
＝
９
月
26
日

（火）
午
後
１
時

30
分
～
４
時
30
分

▼
会
場
＝
田
沼
中
央
公
民
館

▼
講
師
＝
安
藤
裕
子
さ
ん

▼
定
員
＝
先
着
20
人

▼
費
用
＝
１
千
円（
材
料
費
）

■
申
込
＝
９
月
22
日

（金）
ま
で
に
、

交
通
生
活
課
☎
（２０）
３
０
１
４

運
動
公
園
「
骨
盤
体
操
」

▼
開
催
日
・
時
間
＝
毎
週
木
曜
日
・

午
前
10
時
～
11
時
（
随
時
受
付
中
）

▼
定
員
＝
10
人
▼
費
用
＝
400
円

■
申
込
＝
同
公
園
管
理
事
務
所

☎
（２５）
０
４
０
３
（
月
曜
休
館
）

田
沼
グ
リ
ー
ン
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
「
秋
の
ス
ポ
ー

ツ
イ
ベ
ン
ト
」

▼
日
時
＝
10
月
１
日

（日）
午
前
10
時

～
正
午　

▼
費
用
＝
無
料

■
申
込
＝
①
～
③
は
、
要
事
前
申

込
。
９
月
４
日

（月）
以
降
、
同
セ
ン

タ
ー
☎
（６２）
８
８
８
１

①
硬
式
テ
ニ
ス
無
料
体
験
レ
ッ
ス

ン
（
ジ
ュ
ニ
ア
）

▼
対
象
＝
小
学
生

▼
定
員
＝
先
着
20
人

②
硬
式
テ
ニ
ス
無
料
体
験
レ
ッ
ス

ン
（
成
人
）

▼
対
象
＝
中
学
生
以
上

▼
定
員
＝
先
着
20
人

※
佐
野
市
テ
ニ
ス
協
会
と
共
催

③
ス
ポ
ー
ツ
吹
き
矢
体
験
会

▼
対
象
＝
成
人

▼
定
員
＝
先
着
30
人

④
フ
ッ
ト
バ
ッ
ク
体
験
会

▼
対
象
＝
小
学
生
以
上

▼
定
員
＝
20
人
程
度

初
心
者
絵
手
紙
講
習
会

▼
日
時
＝
９
月
21
日
～
10
月
19
日 

の
毎
週
木
曜
日（
全
５
回
）午
前
９

時
30
分
～
11
時
30
分　

▼
会
場
＝

隣
保
館
▼
講
師
＝
安
原
高
次
さ
ん

▼
定
員
＝
先
着
24
人
（
無
料
、
教

材
な
ど
は
自
己
負
担
）

■
申
込
＝
９
月
４
日

（月）
午
前
９
時

以
降
、
隣
保
館
☎
（２２）
７
５
１
３

佐
野
市
中
央
公
民
館

「
中
央
趣
味
講
座
」

●
唱
歌
と
童
謡
を
み
ん
な
で
楽
し

く
歌
お
う

▼
日
時
＝
10
月
４
日
～
18
日
の
毎

週
水
曜
日（
全
３
回
）午
後
１
時
30

分
～
３
時
30
分

▼
講
師
＝
関
谷
秀
明
さ
ん

▼
定
員
＝
先
着
50
人（
無
料
）

■
申
込
＝
９
月
４
日

（月）
～
22
日

（金）

の
間
に
、
同
館
☎
（２４）
５
７
７
１

犬
伏
地
区
公
民
館

市
民
教
養
講
座

●
歴
史
講
座
「
国
指
定
史
跡　

唐

沢
山
城
跡
の
魅
力
～
全
国
山
城
サ

ミ
ッ
ト
佐
野
大
会
へ
の
誘
い
～
」

▼
日
時
＝
10
月
11
日

（水）
午
後
２
時

～
４
時
▼
講
師
＝
出
居
博
さ
ん

（
市
文
化
財
課
職
員
）

▼
定
員
＝
先
着
100
人（
無
料
）

■
申
込
＝
同
館
☎
（２３）
８
１
３
７

城
北
地
区
公
民
館

趣
味
の
教
室

●
災
害
時
の
食
事

▼
日
時
＝
９
月
６
日

（水）
午
後
２
時

～
４
時
▼
講
師
＝
市
危
機
管
理
課

職
員
▼
定
員
＝
先
着
16
人
（
無
料
）

■
問
合
せ
＝
同
館
☎
（２４）
５
７
７
２

県
立
県
南
産
業
技
術
専
門
校

技
能
講
習
会
の
開
催

■
申
込
＝
各
講
座
開
催
日
の
10
日

前
ま
で
に
、同
校
へ

☎
０
２
８
４
（９１）
０
８
０
３

※
受
講
料
は
、
栃
木
県
収
入
証
紙

で
お
支
払
い
く
だ
さ
い

●
半
自
動
溶
接

▼
日
時
＝
10
月
５
日

（木）
・
６
日

（金）

午
前
９
時
～
午
後
４
時

▼
定
員
＝
15
人　

▼
費
用
＝
４
９
５
０
円

●
第
１
種
電
気
工
事
士
技
能
試
験

準
備
講
習

▼
日
時
＝
11
月
７
日

（火）
～
９
日

（木）

午
前
９
時
～
午
後
４
時

▼
定
員
＝
10
人

▼
費
用
＝
４
９
５
０
円

●
ガ
ス
溶
接
技
能
講
習
②

▼
日
時
＝
11
月
８
日

（水）
・
９
日

（木）

午
前
９
時
～
午
後
５
時

▼
定
員
＝
20
人

▼
費
用
＝
４
９
５
０
円

●
表
計
算
デ
ー
タ
処
理

（Excel

２
０
１
３
関
数
編
）

▼
日
時
＝
11
月
9
日

（木）
・
10
日

（金）

午
前
９
時
～
午
後
４
時

▼
定
員
＝
14
人　

▼
費
用
＝
３
５
２
０
円

古
傘
の
布
地
を
再
利
用
す
る

マ
イ
バ
ッ
グ
作
り
講
習
会

▼
日
時
＝
９
月
16
日

（土）
午
後
１
時

30
分
～
４
時

▼
会
場
＝
み
か
も
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
▼
講
師
＝
佐
野
市
消
費
者
友

の
会
▼
定
員
＝
先
着
20
人
（
無
料
）

■
申
込
＝
ク
リ
ー
ン
推
進
課

☎
（２３）
８
１
５
３



KOUHOU SANO
H29.9

20

　
楽習講師企画講座　　　　　　　　　　　　　 　

■

申込＝生涯学習課☎（２０）３１０９

　事前にお電話にてお申し込みください。また、持ち物などの詳細はお申し込み時にご確認ください。

講座名 日時 会場 対象 講師（敬称略）定員 費用

ころばぬ先の杖体操
９月２日・１６日・３０日、１０月１４日・

２８日（各土）午前１０時～１１時

犬伏地区

公民館
※１

わいわいクラブ

陽だまり
10 人 なし

初心者の小筆書道
９月１６日・３０日、１０月７日・２１日

（各土）午前１０時～１１時３０分

城北地区

公民館
※２ 庄司玉峰 15 人 ２，５００円

はじめての写経体験
９月２９日（金）

午前１０時～１１時３０分

城北地区

公民館
中島清道 20 人 １００円

備えて安心！

初めての相続・遺言

９月２９日（金）または１０月１２日（木）

午前１０時～正午
市役所 1 階

行政書士グルー

プかたくり
10 人 ５００円

はじめてのパソコン講座
１０月２日・９日・１６日(各月)

午前１０時～正午
ぱるぽーと ＮＰＯ唐沢ＰＣ 10 人 ３，０００円

※１：中高年　※２：初心者（女性）

　
生涯学習プログラム開発実践講座を開催します　

■

申込＝生涯学習課☎（２０）３１０９

　立正大学デリバリーカレッジとの共催で開催します。「先人に学ぶ、暮らしの知恵」をテーマに、立正

大学の専任教員・名誉教授に講義をしていただきます。１回から受講できますので、お気軽にご参加くだ

さい！

▲

開催日・演題・講師＝以下のとおり

▲

時間＝午後２時～４時　

▲

会場＝市役所市民活動スペース（１階）

▲

定員＝各回先着６０人（無料）※１回のみの受講も可能です

回 開催日 演題 講師

１ ９月２３日( 祝・土) 世界遺産と安全・安心まちづくり 小宮信夫さん（立正大学文学部教授）

２ ９月３０日( 土) あなたも天気予報士～諺に学ぶ 福岡義隆さん（立正大学名誉教授）

３ １０月７日( 土)
昭和３０年代はなぜ、憧憬の対象
となるのか

浅岡隆裕さん（立正大学文学部准教授）

　
佐野市民大学を開催します　　　　　　　　

■

申込＝佐野市中央公民館☎（２４）５７７１

　少子高齢化が進む中で、いつまでも住み慣れた地域で自分らしい暮らしを続けていくためには、何が

できるのか、何をすべきなのか、皆さんで考えませんか。

▲

開催日時・演題・講師＝以下のとおり

▲

会場＝佐野市中央公民館　

▲

定員＝先着１５０人（無料）

開催日時 演題 講師

９月２４日( 日)
午後１時３０分～３時３０分

「人生の終(おわり)方」
あなたの最期をどう迎えますか

首長正博さん
（栃木市役所地域包括ケア推進課職員）
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　市指定無形民俗文化財「上羽

田八幡神楽」の神楽面と衣裳を

展示しています。先人から今に

伝わる神楽への思いを感じてく

ださい。入館は無料です。

▼会期＝９月１８日( 祝・月) まで

▼開館＝午前９時～午後５時

▼休館日＝毎週月曜日

　※９月１８日は開館

　本展出品作家さんによるフレスコ

壁画の見学会を開催しているほか、

９月２３日からは公開制作を行いま

す。ぜひお越しください。

▼会期＝１０月１５日（日）まで

▼開館＝午前９時３０分～午後５時

▼観覧料＝一般５１０円ほか
▼休館日＝毎週月曜日（９月１８日

　は開館）、９月１９日（火）

「神楽展～上羽田八幡神楽
を中心に～」開催中

■葛生化石館☎（８６）３３３２

　古い歴史資料（田中正造・須永元・

小堀鞆音関係資料、古文書・掛軸・

写真など）はありませんか？処分を

する前に、ぜひ博物館へご一報く

ださい。

●次回企画展のお知らせ

第６６回企画展

「佐野の城館跡～唐沢山城とその支

城～」

　国指定史跡唐沢山城とその支城

に関する資料を中心に展示します。

▼会期＝

　１０月７日（土）～１２月３日（日）

※関連講座は、上段をご覧ください

■吉澤記念美術館☎（８６）２００８

特別企画展「石灰と美術」

　建材として使われる石灰岩

の中にたくさんの化石が見つ

かることがあります。化石館で

展示中の石材の中での化石探

しをしてみませんか。有名な建

物に使われた石灰岩もあわせて紹介しています。

　ぜひご覧ください！

▼開館＝午前９時～午後５時

▼費用＝無料

▼休館日＝毎週月曜日（９月

　１８日は開館）、９月１９日（火）

■人間国宝田村耕一陶芸館
☎（２２）０３１１
まちなか活性化ビル「佐野未来館」

■葛生伝承館☎（８４）３３１１

「田村耕一の技④土と炎展」

「眠っている歴史資料はあり
ませんか？」

　この展覧会は平成２３年から開催し好評をいただ

いているシリーズ企画「田村耕一の技」の第４弾です。

田村が使用した土の種類、土を変形させて器をつくる

成形の過程を紹介するとともに、土の色や質感を生か

した作品や加飾技法に注目しています。

　また、窯の設計図や制作過程を記録した連続写真の

アルバムを初公開しています。

▼会期＝１１月２６日（日）まで

▼開館＝午前９時～午後５時

▼費用＝無料

▼休館＝会期中は休まず開館します

■郷土博物館☎（２２）５１１１

顔文壺

図
書
館
シ
ス
テ
ム
入
替
に
よ

る
臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

　

佐
野
・
田
沼
・
葛
生
図
書
館
は
、

図
書
館
シ
ス
テ
ム
の
入
替
の
た
め

次
の
期
間
休
館
し
ま
す
。

　

ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

▼
期
間
＝
９
月
25
日

（月）
～
10
月
３

日
（火）　

※
各
図
書
館
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
は
９
月
24
日

（日）
午
後
７
時

か
ら
利
用
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

蔵
書
検
索
や
予
約
、
利
用
状
況
確

認
な
ど
も
利
用
で
き
ま
せ
ん

■
問
合
せ
＝

佐
野
図
書
館
☎
（２２）
１
８
３
３

田
沼
図
書
館
☎
（６１）
１
１
３
６

葛
生
図
書
館
☎
（８６）
３
４
１
６

佐
野
の
城
館
跡
め
ぐ
り

参
加
者
募
集

　

第
66
回
企
画
展
「
佐
野
の
城
館

跡
」に
関
連
し
、唐
沢
山
城
と
そ
の

支
城
の
一
部
を
巡
り
ま
す
。

▼
日
時
＝
10
月
14
日

（土）
午
前
９
時

～
午
後
４
時
※
小
雨
決
行

▼
定
員
＝
先
着
20
人

▼
費
用
＝
500
円（
資
料
・
保
険
代
な

ど
）

■
申
込
＝
郷
土
博
物
館

☎
（２２）
５
１
１
１

【施設情報】図書館・市立博物館・美術館からのお知らせ

左から、神楽面「ひょっとこ(兄)」、
「ひょっとこ(弟)」、「蛭子大神」

ア
ン
モ
ナ
イ
ト

厚
歯
二
枚
貝

戸倉英雄・福島恒久「葛生伝承館フレスコ
大壁画制作風景」２００６年～
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子育て教室
乳幼児のいる子育て中の親子が気軽に集い、相互交

流や子育ての不安・悩みを相談できる場所です。

▼内容＝親子の遊び（手遊びや歌）、工作など

▼日程＝各館午前１０時３０分から

南
毎週月曜日（祝日の場合は休み）

運動会　９月２５日（月）午前１０時３０分～（要予約）

東
わいわいタイム　毎週木曜日（今月は７・１４・２１・

２８日）、ベビーマッサージ　２６日（火）、ミニミニ運

動会　２８日（木）午前１０時３０分～（要予約）

西
毎週火曜日（０～１歳向け）ハイハイタイム

※毎月１回ベビーマッサージ

毎週金曜日（１～３歳向け）のびのびタイム

田
沼

にこにこタイム毎週月曜日、

ドレミルーム第２・第４水曜日

にこにこ秋祭り　１０月１日（日）午前１０時～正午

※雨天決行

児童館情報

▼休館日＝第 3 土曜日と翌日の日曜日、国民の祝日

■問合せ＝南児童館☎（２３）２５２５

　東児童館☎（２１）１６６８、西児童館☎（２５）２４５２、

　田沼児童館☎（６２）０８７８

■申込・問合せ　健康増進課☎（２４）５７７０【子育て情報】　★９月の予定

▼対象＝小学生（保護者同伴で未就学児可）

　参加を希望される方は当日時間までにお越しくだ

さい。なお、参加費などは無料ですが、入館時に市外

の大人の方は入館料２００円が必要です。

野外遊び教室　

森の中で楽しいゲームを体験しながら自然のこと

を学びましょう。

▼日時＝９月３日（日）午後２時～３時

手遊びと絵本教室　「読んでみたい」・「読ませた

い」絵本の紹介と楽しい絵本の読みきかせ会。

▼日時＝９月１７日（日）午後２時～３時

秋だ！ルンルンコンサート　
楽しく愉快なファミリーコンサートです。

▼日時＝９月１８日（祝・月）午後２時～３時

こどもの国情報

▼休館日＝毎週月曜日、第２木曜日（祝日の場合

はその翌日）

■問合せ＝こどもの国☎（２１）１５１５

　

ぴよぴよルームたぬま・くずう

たぬま☎（６２）７０４１（たぬま保育園内）

くずう☎（８５）３４５６（くずう保育園内）

▼利用時間＝月～金曜日　午前１０時～午後４時

　※お弁当を持ってくると１日遊べます

★講座のご案内　午前１０時３０分から

▼日時・会場・内容＝

５日（火）・くずう　シエルコンサート

７日（木）・たぬま　リトミック

２８日（木）・たぬま・くずう　誕生会

地域子育て支援センター情報地域子育て支援センター情報

次の施設でも、地域子育て支援センターを開設しています。

☆風の子保育園☎（２４）２２３５　☆大栗保育園☎（２０）５２５５　☆認定こども園あかみ幼稚園☎（２５）３６０８

☆詳しくは市ホームページ、または直接お問い合わせください　

地域子育て支援まちなかプラザ「ゆめぽけっと」

（佐野駅前交流プラザ「ぱるぽーと」２階）☎（２７）０２２４

▼利用時間＝午前９時～午後５時　

※飲食自由、一時預かり保育も受け付けています

○ 講 習 会　午前１０時３０分～　１９日（火）「Music 

Together」（要予約）・２６日（火）「子どもの心と体の健康」

○親子教室「ミニミニ運動会！」（要予約）

　２７日（水）午前１０時３０分～

○誕生会：２０日（水）午前１０時３０分～

○おはなしタイム：１２日（火）午前１１時～

教室名など 対象者・対象児など 期日 受付時間など 会場

ママパパ（ファミ

リー）学級

※要予約

初めて妊娠された方とその家族

①妊娠初期の方から

②妊娠中期以降の方から

①９月１９日（火）午前９時１０分～１１

時４５分まで（受付：

９時～９時１０分）

佐野市保健センター
②９月２８日（木）

赤ちゃん

ふれあいルーム
１歳未満のお子さんと保護者

９月１９日（火）午前１０時～

１０時３０分

佐野市保健センター

９月２０日（水） 田沼保健センター
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各種相談ガイド　９月４日（月）～１０月５日（木）

※【予】と記載のある相談は、予約が必要です

相談名 日時 会場 問合せ

育児相談

９月１３日（水）午前９時～１１時 佐野市保健センター

健康増進課
☎（２４）５７７０

９月２５日（月）午前９時３０分～１１時 田沼保健センター

【予】こころの健康相談
９月４日（月）心理士・６日（水）精神科医
各日午後１時３０分～　

佐野市保健センター

消費生活相談
月～金曜日午前９時～午後４時
※多重債務の相談なども受付中

消費生活センター 
（５階交通生活課内）

消費生活センター
☎（２０）３０１５

市民相談 月～金曜日午前８時３０分～午後５時
交通生活課 

（５階）

交通生活課
☎（２０）３０１４

【予】弁護士無料法律相談

９月１２日（火）午後１時３０分～３時３０分
※予約受付は９月１日（金）午前９時～

万葉の里城山記念館

９月１９日（火）午後１時３０分～３時３０分
※予約受付は９月１日（金）午前９時～

田沼中央公民館

合同（困りごと）相談 
※交通事故・消費生活・
行政相談・宅地建物相談
※女性相談は家庭児童相
談室で受け付けます

９月８日（金）午後１時３０分～４時 総合福祉センター

９月２０日（水）午後１時３０分～４時
※交通事故・宅地建物相談は行っていません

田沼中央公民館

教育相談 月～金曜日午前８時３０分～午後５時 教育センター
教育センター
☎（２０）３０４８

青少年の悩みごと相談 月～金曜日午前８時３０分～午後５時
少年指導センター
☎（２０）３０６１ 少年指導センター

☎（２０）３０６１
青少年に関する巡回相談 ９月２１日（木）午前１０時～午後３時

葛生あくと保健センター
☎（８６）２９４０

児童福祉・女性相談・
母子父子家庭、寡婦の相談

月～金曜日午前８時３０分～午後５時 家庭児童相談室（２階）
家庭児童相談室
☎（２０）３００２

【予】女性の再就職相談会
（託児あり）

９月１５日（金）午前１０時～正午
※出張相談については１６ページをご覧ください

男女共同参画推進センター
（パレットプラザさの）
※田沼行政センター２階

人権・男女共同参画課
☎（６１）１１４０

【予】女性のためのカウン
セリング相談

９月７・２１日・１０月５日の木曜日
午前１０時～１１時５０分
※第１木曜日は午後１時１０分～２時も実施

女性相談 ９月２８日（木）午前９時３０分～午後４時

困りごと・人権相談
９月２１日（木）午後１時３０分～４時 
※受け付けは午後３時まで

外国人相談
月～金曜日午前８時３０分～午後５時
※通訳が必要な方は事前にご連絡ください

交通生活課（５階）
交通生活課
☎（２０）３０１４

隣保館定例相談 
（弁護士無料法律相談）

９月２６日（火）午後１時３０分～３時３０分
※受け付けは午後１時～２時です

隣保館
隣保館
☎（２２）７５１３★そのほか、隣保館では教育・福祉、健康、住宅・年金・納税、就労・人権など

　の相談をお受けします。日程などは、直接お問い合わせください

障がいのある方の相談
とちのみおたすけコール

平日午前８時３０分～午後５時３０分 ☎（２４）５７５９
上記時間以外の緊急の相談 ☎０８０（４０７３）５７９９　※２４時間対応

障がい者相談支援センター
みどり☎（２４）５７５９

精神に障がいのある方の相
談支援

月～金曜日午前９時～午後６時 相談支援事業所さの
相談支援事業所さの
☎（２１）６８１１

精神保健福祉相談（要予約）
月～金曜日午前８時３０分～（保健師）
９月１５日（金）午後１時３０分～（精神科医）

安足健康福祉センター
（足利市）

安足健康福祉センター
☎０２８４（４１）５８９５

難病患者さんの相談・支援
など

午前１０時～正午、午後１時～４時
とちぎ難病相談支援セン
ター（宇都宮市）

とちぎ難病相談支援センター
☎０２８（６２３）６１１３

「法の日」司法書士法律相談 １０月３日（火）午前１０時～午後３時 総合福祉センター
栃木県司法書士会
☎０２８（６１４）１１２２
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　８月１１・１２日の両日、佐野市役所周辺を会場に今年も「秀

郷まつり」が開催されました。

　初日は「秀郷流流鏑馬」や「市民総おどり」、２日目には「みこし・

おはやし巡行」などが行われ、多くの方でにぎわいました。

　市民総おどりでは、今年から「おどりコンテストの部」が新設

され、参加団体が日ごろの練習の成果を競いました。

　また、さのまるのイベントも同時開催され、多くのキャラクター

のほか、初日は佐野ブランド姫・福士奈央さん ( ＳＫＥ４８)、2

日目にはヒップホップＭＣのＤＯＴＡＭＡさんが登場し、祭りを

盛り上げました。

第２５回秀郷まつり

浅
せんげん

間の火祭り
　７月２２日、奈良渕町の浅間山で、｢浅間の火祭り｣ が行われました。

この火祭りは、約千年前、藤原秀郷一族が威勢を誇示するために山上

で火を焚いたのが始まりと言われており、佐野市無形民俗文化財にも

指定されています。

　無病息災・五穀豊穣を祈願

する神事を行った後、夜７時

に小麦わらへ火がともされま

した。参加者は炎をたいまつ

に移し、足元や炎、風向きに

注意しながら、ゆっくりと山

裾まで運んでいました。
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「こども議会」を開催しました

　８月８日、「佐野市こども議会」が開催されました。

　市内の中学校・中等教育学校から選ばれた１１人

の生徒が、佐野市の観光や子ども医療費、田沼・葛

生方面の都市開発、学校の設備についてなど、市政

や身近な問題について質問しました。

　参加した生徒たちからは、「緊張したけど、良い

経験になった」「この経験を将来に活かしたい」と

の感想が聞かれました。

山城サミットＰＲ甲冑が完成！
　１１月２５日・２６日に開催される「第２４

回全国山城サミットｉｎ佐野」。そのＰＲのた

め、紙製の甲
かっちゅう

冑を作成しました。

　兜
かぶと

は「龍
りゅうき

綺の兜」といい、織田信長が豊臣秀

吉に与え、その秀吉から、後に佐野家の当主と

なる天
て ん と く じ ほ う え ん

徳寺宝衍が拝領したと伝えられていま

す。

　甲冑は精巧に作られており、紙とは思えない

ほどの迫力です。山城サミットまでの期間、市

役所１階のロビーで展示をするほか、各種イベ

ントでもＰＲを行います。唐沢山城跡とあわせ

て、龍綺の兜が物語る戦国の歴史をお楽しみく

ださい。

※第２４回全国山城

サミットｉｎ佐野は、

９月１１日から受付

を開始します。詳し

くは、裏表紙をご覧

ください

【訂正とお詫び】

広報さの８月号「まちの話題」において、安藤勇次「少年の日」美術館とご紹介しましたが、

正しくは、安藤勇寿「少年の日」美術館です。訂正しお詫びします。（広報広聴推進室）

水
難
救
助
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た

　台風やゲリラ豪雨などによる河川の増水が原因

で起こる事故に備えるため、７月１９日に渡良瀬

川で水難救助訓練を実施しました。

　上流でゲリラ豪雨が発生し、人が川に流された

ことを想定して行われた今回の訓練では、水面や

川底で発見した要救助者（訓練用人形）をゴムボー

トで救助し、救急車へ収容するまでを行いました。

　水難事故は各地で発生しています。大雨で増水

した河川には近づかないようにするなど、十分に

注意しましょう。
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●出生　５６人　●死亡１４８人

●転入２２９人　●転出２３６人

人口の動き（１１月分）

	●人口１２０，５２７人（－９９） ●世帯５０，５１７戸（＋１）

　　男　５９，５０４人（－５６）　　　　　（　）は前月比

　　女　６１，０２３人（－４３）

人口と世帯数（１２月１日現在）

※住民基本台帳より
　（外国人住民を含む）

●出生　６２人　●死亡１０７人

●転入２４６人　●転出２３３人

人口の動き（７月分）

	●人口１１９，９７７人（－３２） ●世帯５０，８０６戸（＋５５）

　　男　５９，２７３人（＋８）　　　　　（　）は前月比

　　女　６０，７０４人（－４０）

人口と世帯数（８月１日現在）

※住民基本台帳より
　（外国人住民を含む）

　
「青森ねぶた祭」に行ってきました！

　さのまるは今年、これまでに訪れたことのない府県

で開催されるＰＲ効果の高い地域イベントに参加し、

全国での佐野市やさのまるの認知度・知名度の向上を

図っていく取り組みをしています。今回、同企画の第

１弾として、８月４日（金）に青森県で開催された「青

森ねぶた祭」に参加してきました。

　「青森ねぶた祭」は、国の重要無形民俗文化財に指定

される大イベントで、今年の来場者数は約２８２万人。

「ラッセラー」のかけ声とともに跳
はねと

人の皆さんと踊ったり、ねぶた運行に参加したり、青森市観光イメー

ジキャラクター「ねぶたん」と共演するなど、佐野市を全力でＰＲしてきました。

■問合せ＝都市ブランド推進室☎（２７）３０１２
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「第２４回全国山城サミットｉｎ佐野」の申込受付を開始します
▲

開催日・会場・定員・主な内容＝

　１１月２５日（土）　文化会館・７００人

　　　　　　　　　　オープニングコンサート、記念講演、パネルディスカッション

　１１月２６日（日）　唐沢山山頂周辺・２，０００人

　　　　　　　　　　現地見学会、郷土芸能、各種展示、物産展、グルメブースなど

▲

受付方法・期間＝

　【窓口受付】

　①９月１１日（月）～１５日（金）午前１０時～午後５時　市民活動スペース C（市役所１階）

　②９月１９日（火）～午前９時～午後５時　観光立市推進課（市役所３階）※平日のみ

　【インターネット受付】

　９月１１日（月）午前１０時～　「山城サミット㏌佐野」公式ホームページからお申し込みください

　※こちらのＱＲコードからもアクセスできます

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■問合せ＝観光立市推進課☎（２７）３０１１

杉本雄規・綾子さん（石塚町）

平成２８年１２月生成
な ほ

穂ちゃん

田名網一史・あゆみさん（米山南町） 加藤哲哉・純奈さん（金吹町）

平成２９年２月生紗
さ な

菜ちゃん
兼
けんせい

成ちゃん

ひよりちゃん

平成２８年１２月生

平成２５年　９月生

堤研史郎・怜奈さん（堀米町）

平成２９年３月生瑳
さ く

玖ちゃん


